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【
参
考
】「
ゆ
く
方
も
し
ら
ぬ
春
と
は
知
り
な
が
ら
心
尽
く
し
の
け
ふ
に
も
あ
る
か
な
」（『
堀
河
百
首
』
三
〇
五
・
藤
原
公
実
）

七
一
　
花
鳥と
り

の
別わ
か

れ
に
か
ね
て
な
ら
は
ず
は
今け
ふ日
行ゆ

く
春
を
な
ほを

や
慕し
た

は
ん

【
合
点
】
為
重
・
耕
雲

【
詞
書
】
七
〇
番
歌
「
三
月
尽
」
題
を
受
け
る
。

【
口
語
訳
】
花
や
鳥
と
の
別
れ
に
か
ね
て
か
ら
な
じ
ん
で
い
な
け
れ
ば
今
日
去
り
ゆ
く
春
を
変
わ
ら
ず
に
慕
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
よ
。

【
語
釈
】
●
な
ら
は
ず
は
─
「
な
ら
ふ
」
は
経
験
を
積
ん
で
よ
く
理
解
し
て
い
る
。
慣
れ
る
。「
ず
」
は
打
消
の
助
動
詞
の
未
然
形
。

「
は
」
は
接
続
助
詞
。
順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
。
今
ま
で
経
験
し
て
い
な
け
れ
ば
、
の
意
。
先
行
例
と
し
て
「
都
に
て
お
ぼ
つ
か

な
さ
を
な
ら
は
ず
は
旅
寝
を
い
か
に
思
ひ
や
ら
ま
し
」（『
詞
花
集
』
別
・
一
七
二
・
民
部
内
侍
）
が
あ
る
。

【
参
考
】「
と
ど
ま
ら
ぬ
別
れ
の
み
か
は
花
鳥
の
名
残
に
つ
け
て
惜
し
き
春
か
な
」（『
玉
葉
集
』
春
下
・
二
七
三
・「
暮
山
の
心
を
」・
平
宗
宣
）

以
下
、『
源
経
氏
歌
集
』
四
季
部
注
釈
稿
（
中
）（
下
）
に
続
く
。

二
七

88

『
無
名
抄
』
原
態
系
統
本
の
本
文
に
つ
い
て

─
　『
無
名
抄
』
本
文
の
再
検
証
　─

茅

　
　原

　
　雅

　
　之

は
じ
め
に

鴨
長
明
の
歌
論
書
『
無
名
抄
』
の
伝
本
は
、
そ
の
書
写
形
態
と
本
文
の
異
同
に
よ
り
、
大
き
く
二
つ
の
系
統
本
（
原
態
系
統
本
と

古
本
系
統
本
）
に
分
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の
系
統
本
の
間
に
ど
の
よ
う
な
異
同
が
生
じ
て
い
る
の
か
を
、
具
体
例
を

も
と
に
検
証
し
て
い
く
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
二
系
統
へ
の
分
岐
が
、『
無
名
抄
』
の
書
式
と
本
文
の
改
編
作
業
に
端
を
発
し
て
い
る
様

子
を
確
か
め
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
系
統
本
の
違
い
が
、
原
形
本
と
編
集
本
と
の
違
い
で
あ
る
様
子
を
再
確
認
す
る
。
こ
れ
に
続
き
、

原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
と
の
本
文
異
同
に
お
い
て
、
古
本
系
統
本
が
よ
り
注
釈
的
な
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
『
無
名

抄
』
本
来
の
記
述
と
考
え
る
に
は
不
審
な
点
が
多
く
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
く
。
二
系
統
の
間
に
は
、
章
段
全
体
の
文

意
が
大
き
く
異
な
る
箇
所
や
、
長
明
の
歌
論
が
異
な
っ
て
伝
わ
る
箇
所
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
二
系
統
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、『
無
名
抄
』
の
本
文
が
も
つ
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、『
無
名
抄
』
伝
本
に
お
け
る
原
態
系
統
本
の
意
義
を
論
じ
て
い
く
。

二
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一
、『
無
名
抄
』
の
伝
本
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、『
無
名
抄
』
の
伝
本
は
全
て
同
一
系
統
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（
1
）。

し
か
し
稿
者
が
先
の
論

稿
（
2
）に

て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、『
無
名
抄
』
の
伝
本
は
章
段
と
見
出
し
の
有
無
、
ま
た
こ
れ
に
連
絡
す
る
本
文
の
異
同
に
よ
っ
て
、

大
き
く
二
つ
の
系
統
本
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
一
方
の
古
本
系
統
本
（
3
）は

、
本
文
の
分
割
に
よ
っ
て
章
段
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
章
段
ご
と
に
見
出
し
を
付
し
た
形
態
の
本
で
あ
る
。
現
存
最
古
と
さ
れ
、
そ
の
書
写
が
鎌
倉
期
に
ま
で
遡
る
と
さ
れ
る
東
京
国

立
博
物
館
蔵
梅
沢
記
念
館
旧
蔵
本
（
一
類
本
）
や
、
同
じ
く
鎌
倉
期
に
ま
で
遡
る
可
能
性
を
も
つ
天
理
図
書
館
蔵
呉
氏
旧
蔵
本
（
二

類
本
）
も
こ
の
系
統
の
伝
本
で
あ
り
、
現
存
す
る
伝
本
の
大
半
が
こ
の
見
出
し
を
有
す
る
系
統
の
伝
本
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
方

の
系
統
本
は
、
章
段
と
い
う
形
式
を
と
ら
ず
、
ま
た
見
出
し
を
有
さ
な
い
か
た
ち
の
伝
本
で
あ
る
。『
無
名
抄
』
の
原
態
に
章
段
と

見
出
し
が
無
か
っ
た
と
す
る
従
来
の
説
（
4
）に

し
た
が
う
な
ら
ば
、
こ
の
系
統
本
は
『
無
名
抄
』
の
古
い
形
態
を
失
う
こ
と
な
く
伝
え
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
を
備
え
る
伝
本
で
は
、
全
文
が
ほ
ぼ
詰
め
書
き
に
記
さ
れ
て
お
り
、
改
行
を
最
小
限

に
し
て
地
の
文
と
和
歌
の
区
別
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
章
段
に
相
当
す
る
区
分
点
に
は
朱
書
き
の
符
号
を
付
す
も
の
が
多
い
が
、
多

和
文
庫
本
の
よ
う
に
区
分
点
を
有
さ
な
い
本
も
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
系
統
の
伝
本
を
原
態
系
統
本
と
呼
称
す
る
こ
と
に
し
、
管
見

の
及
ぶ
も
の
に
、
林
羅
山
旧
蔵
本
・
青
山
会
蔵
本
・
初
雁
文
庫
本
・
斎
藤
宗
家
旧
蔵
本
・
多
和
文
庫
蔵
本
の
五
本
が
あ
る
（
5
）。

二
、『
無
名
抄
』
本
文
に
見
ら
れ
る
系
統
の
分
岐

さ
て
『
無
名
抄
』
伝
本
に
お
い
て
原
態
系
統
本
が
重
要
で
あ
る
の
は
、
単
に
書
式
が
古
い
形
態
を
伝
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、

五
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一
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あ
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ら
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。
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付
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古
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遡
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あ
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す
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の
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と
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形
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、
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し
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は
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の
古
い
形
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に
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る
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。
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で
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こ
の
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の
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す
る
こ
と
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雁
文
庫
本
・
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宗
家
旧
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本
・
多
和
文
庫
蔵
本
の
五
本
が
あ
る
（
5
）。

二
、『
無
名
抄
』
本
文
に
見
ら
れ
る
系
統
の
分
岐

さ
て
『
無
名
抄
』
伝
本
に
お
い
て
原
態
系
統
本
が
重
要
で
あ
る
の
は
、
単
に
書
式
が
古
い
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態
を
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て
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る
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で
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な
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、

五

86 桜 文 論 叢

見
出
し
を
有
す
る
系
統
本
と
の
間
に
多
く
の
異
同
が
見
ら
れ
、
そ
の
本
文
が
『
無
名
抄
』
の
古
い
様
子
を
伝
え
て
い
る
ら
し
い
こ
と

に
あ
る
。
ま
ず
は
『
無
名
抄
』
前
半
の
例
を
も
と
に
、
こ
の
二
系
統
の
間
に
生
じ
て
い
る
本
文
異
同
の
様
子
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

以
下
に
、
先
の
論
稿
（
6
）か

ら
用
例
の
一
部
を
再
掲
す
る
。
異
同
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
便
宜
的
に
、
林
羅
山
旧
蔵
本
（
7
）（

以
下
、
林
本

と
略
称
）
と
同
じ
本
文
群
を
Ａ
型
、
梅
沢
記
念
館
旧
蔵
本
（
8
）（

以
下
、
梅
沢
本
と
略
称
）
と
同
じ
本
文
群
を
Ｂ
型
に
分
類
し
た
。

３
段
　
隔
海
路
論
（
以
下
、
章
段
数
お
よ
び
見
出
し
は
全
て
梅
沢
本
に
従
う
。
ま
た
本
文
ナ
シ
の
部
位
を
「
─
」
に
て
示
す
。）

（
Ａ
型
）　
野
を
隔
恋
に
も
山
を
へ
た
つ
る
題
に
も
（
─
）
用
や
す
る

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
伏
見
（「
恋
に
も
山
を
へ
た
つ
る
題
」
に
あ
た
る
箇
所
も
欠
文
）

（
Ｂ
型
）　
野
を
へ
た
つ
る
恋
に
も
山
を
へ
た
つ
る
題
に
も
も
し
は
里
を
へ
た
て
河
を
へ
た
て
つ
る
に
も
も
ち
ゐ
ん
と
や
す
る

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂

４
段
　
我
与
人

（
Ａ
型
）　
お
し
む
へ
き
春
を
は
人
に
契
ら
せ
て
空
た
の
め
に
や
な
ら
ん
と
す
ら
ん

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
あ
り
「
い
と
は
せ
て
イ
」）　
天
理
（
異
同
注
記
あ
り
「
い
と
は
イ
」）

（
Ｂ
型
）　
を
し
む
へ
き
は
る
を
は
人
に
い
と
は
せ
て
そ
ら
た
の
め
に
や
な
ら
ん
と
す
ら
む

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
伏
見

10
段
　
コ
ノ
モ
カ
ノ
モ
ノ
論

（
Ａ
型
）　
三
条
院
和
哥
こ
の
ま
せ
を
は
し
ま
し
け
る
時

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
蓬
左
（「
三
」
右
わ
き
に
別
筆
の
貼
り
紙
「
二
」）

二
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（
Ｂ
型
）　
二
条
院
和
哥
こ
の
ま
せ
お
は
し
ま
し
け
る
と
き

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
あ
り
「
三
イ
」）　
伏
見

11
段
　
セ
ミ
ノ
ヲ
カ
ハ
ノ
事

（
Ａ
型
）　
賀
茂
河
の
実
名
也
…
…
所
を
き
ら
は
す
さ
様
に
申
て
侍
也

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
あ
り
「（
を
き
）
き
て
事
を
さ
た
め
ん
と
イ
」）

（
Ｂ
型
）　
か
も
河
の
異
名
な
り
…
…
所
お
き
て
さ
や
う
に
申
て
侍
り
し
な
り

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
伏
見

12
段
　
千
載
集
ニ
予
一
首
入
ヲ
悦
事

（
Ａ
型
）　（
─
）
筑
州
聞
て�
◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和

（
Ｂ
型
）　
故
筑
州
き
ゝ
て�

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

（
Ａ
型
）　
誠
お
も
ひ
て
の
給
ふ
に
こ
そ
さ
る
ら
め
必
冥
加
を
は
す
へ
き
人
也

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
（「
さ
る
」）

（
Ｂ
型
）　
ま
こ
と
に
お
も
ひ
て
の
た
ま
ふ
こ
と
に
こ
そ
さ
る
に
て
は
こ
の
み
ち
に
か
な
ら
す
冥
加
お
は
す
へ
き
人
な
り

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

（
Ａ
型
）　
み
ち
を
た
ゝ
せ
る
に
は
先
心
を
う
る
は
し
く

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和

（
Ｂ
型
）　
道
を
た
う
と
ふ
に
は
ま
つ
心
を
う
る
は
し
く

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

二
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（
Ｂ
型
）　
二
条
院
和
哥
こ
の
ま
せ
お
は
し
ま
し
け
る
と
き

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
あ
り
「
三
イ
」）　
伏
見

11
段
　
セ
ミ
ノ
ヲ
カ
ハ
ノ
事

（
Ａ
型
）　
賀
茂
河
の
実
名
也
…
…
所
を
き
ら
は
す
さ
様
に
申
て
侍
也

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
あ
り
「（
を
き
）
き
て
事
を
さ
た
め
ん
と
イ
」）

（
Ｂ
型
）　
か
も
河
の
異
名
な
り
…
…
所
お
き
て
さ
や
う
に
申
て
侍
り
し
な
り

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
伏
見

12
段
　
千
載
集
ニ
予
一
首
入
ヲ
悦
事

（
Ａ
型
）　（
─
）
筑
州
聞
て�

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和

（
Ｂ
型
）　
故
筑
州
き
ゝ
て�

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

（
Ａ
型
）　
誠
お
も
ひ
て
の
給
ふ
に
こ
そ
さ
る
ら
め
必
冥
加
を
は
す
へ
き
人
也

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
（「
さ
る
」）

（
Ｂ
型
）　
ま
こ
と
に
お
も
ひ
て
の
た
ま
ふ
こ
と
に
こ
そ
さ
る
に
て
は
こ
の
み
ち
に
か
な
ら
す
冥
加
お
は
す
へ
き
人
な
り

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

（
Ａ
型
）　
み
ち
を
た
ゝ
せ
る
に
は
先
心
を
う
る
は
し
く

◎
林
羅
山
　
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和

（
Ｂ
型
）　
道
を
た
う
と
ふ
に
は
ま
つ
心
を
う
る
は
し
く

◎
梅
沢
　
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
静
嘉
堂
　
伏
見

二
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右
に
『
無
名
抄
』
前
半
の
異
同
を
一
部
に
例
示
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
異
同
が
、
林
本
を
は
じ
め
と
す
る
原
態
系
統

本
（
林
・
青
・
初
・
斎
・
多
）
と
、
梅
沢
本
を
は
じ
め
と
す
る
古
本
系
伝
本
（
梅
・
黒
・
呉
）
と
に
分
か
れ
て
、
画
然
と
二
分
さ
れ
る
様

子
で
あ
る
（
9
）。

す
な
わ
ち
こ
こ
に
掲
げ
た
個
々
の
異
同
は
、
長
期
に
渡
っ
て
書
写
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
別
個
に
生
じ
た
も
の
で
は
な

く
、
全
て
が
見
出
し
の
有
無
に
よ
っ
て
系
統
が
分
か
れ
た
こ
と
と
併
せ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
、
章
段
と
見
出

し
の
改
編
作
業
と
併
せ
て
行
わ
れ
た
、
本
文
の
校
訂
作
業
に
よ
り
生
じ
た
異
同
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
無
名
抄
』
の
本
文
を
二
分
す
る
こ
の
改
編
作
業
に
よ
っ
て
、『
無
名
抄
』
伝
本
は
、
原
態
系
統
本
Ａ
型
本
文
（
章
段
無
し
・
見
出
し

無
し
）
と
、
古
本
系
統
本
Ｂ
型
本
文
（
章
段
有
り
・
見
出
し
有
り
）
へ
と
分
岐
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
書
式
に
着
目
す
れ
ば
原
態
系

統
本
こ
そ
が
『
無
名
抄
』
の
古
い
様
子
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
果
た
し
て
本
文
に
お
い
て
も
同
じ
く
古
態
を
認
め

得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
異
同
の
様
子
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

な
お
こ
の
改
編
作
業
を
検
証
す
る
上
で
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
章
段
・
見
出
し
・
本
文
に
お
よ
ぶ
こ
の
書
き
換

え
が
、
同
一
の
編
集
作
業

─
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
お
け
る
一
連
の
作
業

─
で
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
本
稿
に
て
検
証
す
る
Ａ
型
本
文
と
Ｂ
型
本
文
の
異
同
は
、
用
例
個
々
に
前
後
関
係
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に

は
、
原
態
系
統
本
（
章
段
な
し
・
見
出
し
な
し
・
Ａ
型
本
文
）
と
、
古
本
系
統
本
（
章
段
あ
り
・
見
出
し
あ
り
・
Ｂ
型
本
文
）
の
比
較
と
し

て
、
全
体
で
も
っ
て
前
後
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
両
者
の
違
い
は
編
集
前
と
編
集
後
の
相
違
で
あ
り
、
右
に
例
示
し
た
異
同
も
、

Ａ
型
全
体
と
Ｂ
型
全
体
の
比
較
で
も
っ
て
前
後
関
係
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
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三
、
注
釈
的
な
文
章
へ
の
書
き
換
え

『
無
名
抄
』
伝
本
を
二
分
す
る
こ
の
本
文
の
修
正
作
業
に
よ
り
、『
無
名
抄
』
の
本
文
は
ど
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の

理
解
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
、
原
態
系
統
本
の
代
表
と
し
て
林
本
を
、
古
本
系
統
本
の
代
表
と
し

て
梅
沢
本
を
例
に
し
な
が
ら
、
そ
の
先
後
関
係
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
両
系
統
本
の
相
違
と
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

●
林
本
　
第
30
段
箇
所
抜
粋

（
Ａ
型
）�　
此
比
誰
を
か
物
知
た
る
人
に
は
つ
か
ま
つ
り
た
る
と
と
は
れ
し
か
は
九
条
大
納
言
伊
道

（
マ
マ
）朝

臣
中
院
雅
定
な
と
を
こ
そ

は
心
に
く
き
人
と
思
て
侍
め
り
と
申
し
か
は

◎
青
山
・
初
雁
・
斎
藤
・
多
和
（
何
れ
も
「
九
条
大
納
言
伊
通
朝
臣
中
院
大
臣
雅
定
」）

●
梅
沢
本
　
第
30
段
「
三
位
基
俊
ノ
弟
子
ニ
ナ
ル
事
」
抜
粋

（
Ｂ
型
）�　
こ
の
比
た
れ
を
か
物
し
り
た
る
人
に
は
つ
か
ま
つ
り
た
る
と
と
は
れ
し
か
は
九
条
大
納
言
伊
通

大
臣
中
院
大
臣
雅
定

大
臣
な
と
を
こ

そ
心
に
く
き
人
に
は
お
も
ひ
て
侍
め
れ
と
申
し
か
は

◎
黒
川
　
呉
氏
（
九
条
大
納
言
伊
通
中
院
大
臣
雅
定
）　
天
理
（「
雅
定
大
臣
」
の
「
大
臣
」
に
ミ
セ
ケ
チ
）

静
嘉
堂
（
九
条
大
納
言
コ
レ
ミ
チ

伊
通
大
臣
中
院
大
臣
マ
サ
コ
レ

雅
　
　
是
）　
簗
瀬
　
蓬
左
（
九
条
大
納
言
伊
通
大
臣
中
院
大
臣
雅
定
）

伏
見
（
九
条
大
納
言
伊
通
大
臣
中
院
大
臣
雅
定
）

第
30
段
は
、
当
時
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
俊
成
が
基
俊
に
弟
子
入
り
し
た
際
の
話
で
あ
る
（
10
）。

右
の
引
用
部
位
は
、
二
人
が
会
話
を
す

る
中
で
、
俊
成
が
世
の
「
物
知
た
る
人
」
に
つ
い
て
答
え
た
箇
所
で
あ
る
。
両
系
統
本
に
お
け
る
、
人
名
表
記
の
相
違
に
着
目
し
た

い
。
原
態
系
統
本
で
は
、
伊
通
を
「
朝
臣
」
と
呼
ぶ
な
ど
、
俊
成
の
発
話
が
会
話
文
の
様
子
で
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
古
本
系
統

一
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三
、
注
釈
的
な
文
章
へ
の
書
き
換
え

『
無
名
抄
』
伝
本
を
二
分
す
る
こ
の
本
文
の
修
正
作
業
に
よ
り
、『
無
名
抄
』
の
本
文
は
ど
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の

理
解
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
、
原
態
系
統
本
の
代
表
と
し
て
林
本
を
、
古
本
系
統
本
の
代
表
と
し

て
梅
沢
本
を
例
に
し
な
が
ら
、
そ
の
先
後
関
係
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
両
系
統
本
の
相
違
と
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

●
林
本
　
第
30
段
箇
所
抜
粋

（
Ａ
型
）�　
此
比
誰
を
か
物
知
た
る
人
に
は
つ
か
ま
つ
り
た
る
と
と
は
れ
し
か
は
九
条
大
納
言
伊
道

（
マ
マ
）朝

臣
中
院
雅
定
な
と
を
こ
そ

は
心
に
く
き
人
と
思
て
侍
め
り
と
申
し
か
は

◎
青
山
・
初
雁
・
斎
藤
・
多
和
（
何
れ
も
「
九
条
大
納
言
伊
通
朝
臣
中
院
大
臣
雅
定
」）

●
梅
沢
本
　
第
30
段
「
三
位
基
俊
ノ
弟
子
ニ
ナ
ル
事
」
抜
粋

（
Ｂ
型
）�　
こ
の
比
た
れ
を
か
物
し
り
た
る
人
に
は
つ
か
ま
つ
り
た
る
と
と
は
れ
し
か
は
九
条
大
納
言
伊
通

大
臣
中
院
大
臣
雅
定

大
臣
な
と
を
こ

そ
心
に
く
き
人
に
は
お
も
ひ
て
侍
め
れ
と
申
し
か
は

◎
黒
川
　
呉
氏
（
九
条
大
納
言
伊
通
中
院
大
臣
雅
定
）　
天
理
（「
雅
定
大
臣
」
の
「
大
臣
」
に
ミ
セ
ケ
チ
）

静
嘉
堂
（
九
条
大
納
言
コ
レ
ミ
チ

伊
通
大
臣
中
院
大
臣
マ
サ
コ
レ

雅
　
　
是
）　
簗
瀬
　
蓬
左
（
九
条
大
納
言
伊
通
大
臣
中
院
大
臣
雅
定
）

伏
見
（
九
条
大
納
言
伊
通
大
臣
中
院
大
臣
雅
定
）

第
30
段
は
、
当
時
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
俊
成
が
基
俊
に
弟
子
入
り
し
た
際
の
話
で
あ
る
（
10
）。

右
の
引
用
部
位
は
、
二
人
が
会
話
を
す

る
中
で
、
俊
成
が
世
の
「
物
知
た
る
人
」
に
つ
い
て
答
え
た
箇
所
で
あ
る
。
両
系
統
本
に
お
け
る
、
人
名
表
記
の
相
違
に
着
目
し
た

い
。
原
態
系
統
本
で
は
、
伊
通
を
「
朝
臣
」
と
呼
ぶ
な
ど
、
俊
成
の
発
話
が
会
話
文
の
様
子
で
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
古
本
系
統

一
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本
で
は
名
前
を
割
注
で
区
別
し
、
注
釈
的
に
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
梅
沢
本
で
は
「
九
条
大
納
言
伊
通
大
臣
」「
中
院
大
臣
雅
定
大
臣
」

と
い
う
具
合
に
、
呼
称
・
名
前
・
最
終
官
職
が
厳
格
に
整
え
て
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
原
態
系
統
本
が
会
話
文
そ
の
ま
ま
の
様
子

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
古
本
系
統
本
は
注
釈
的
に
整
え
ら
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
編
集
に
よ
る
前
後
関
係
が
問
わ
れ
る
な
ら
ば
、

古
本
系
統
本
の
状
態
こ
そ
が
編
集
後
の
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記
の
様
子
は
第
67
段
に
も
認
め
ら
れ
る
。

●
林
本
　
第
67
段
箇
所
冒
頭

（
Ａ
型
）　
せ
う
と
の
具
親
少
将
哥
に
心
を
い
れ
ぬ
と
そ
に
く
み
侍
し
。

◎
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
静
嘉
堂

●
梅
沢
本
　
第
67
段
「
具
親
哥
ヲ
不
入
心
事
」
冒
頭

（
Ｂ
型
）　
せ
う
と
の
具
親
少
将
兵
衛

佐

の
哥
に
心
を
い
れ
ぬ
を
そ
に
く
み
侍
し
。

◎
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
蓬
左
　
伏
見

梅
沢
本
で
は
具
親
少
将
に
対
し
、
割
注
で
も
っ
て
「
兵
衛
佐
」
と
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
注
記
が
第
30
段
と
同
一
の
編
集
作
業
で

あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
古
本
系
伝
本
が
、
章
段
と
見
出
し
に
加
え
て
、
本
文
も
ま
た
整
え
て
記
さ
れ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る

で
あ
ろ
う
。
古
本
系
伝
本
の
本
文
が
注
釈
的
に
整
え
ら
れ
て
い
る
様
子
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
も
認
め
ら
れ
る
。

●
林
本
　
第
64
段
箇
所
冒
頭

（
Ａ
型
）�　
近
比
隆
信
定
長
と
つ
か
ひ
若
よ
り
人
の
口
に
同
や
う
に
い
は
れ
侍
き
。
彼
俊
恵
か
家
に

十
座
の
百
首

と
名
付
た
る

こ
と
あ
り
け
り
。
を
の
〳
〵
い
と
み
て
心
を
つ
く
し
た
り
け
る
に
い
つ
れ
も
を
と
ら
さ
り
け
り
。

●
梅
沢
本
　
第
64
段
「
隆
信
定
長
一
双
事
」
冒
頭

（
Ｂ
型
）�　
ち
か
こ
ろ
は
隆
信
定
長
と
つ
か
ひ
て
わ
か
く
よ
り
人
の
口
に
を
な
し
や
う
に
い
は
れ
侍
き
。
か
の
俊
恵
か
家
に
て
　百

一
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首
を
十
首
つ
ゝ
十
度
に
よ
み
て

十
座
の
百
首

と
な
つ
け
た
る
こ
と
の
あ
り
け
る
に
は
い
と
み
て
を
の
〳
〵
心
を
つ
く

し
た
り
け
る
。
け
に
い
つ
れ
も
お
と
ら
さ
り
け
り
。

第
64
段
の
冒
頭
を
、
林
本
と
梅
沢
本
そ
れ
ぞ
れ
に
引
用
し
た
。
こ
こ
で
は
隆
信
と
定
長
が
比
較
さ
れ
、
過
去
の
事
実
と
し
て
二
人

の
実
力
が
拮
抗
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
十
座
百
首
は
そ
の
具
体
例
と
し
て
語
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
梅
沢
本
で
は
こ
の
「
十
座

百
首
」
の
名
称
に
も
注
釈
の
意
識
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、「
百
首
を
十
首
つ
ゝ
十
度
に
よ
み
て
」
と
い
う
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
。

●
林
本
　
第
70
段
箇
所
冒
頭

（
Ａ
型
）�　
或
人
云
俊
頼
の
髄
脳
に
定
頼
中
納
言
云
公
任
卿
に
式
部
と
赤
染
か
を
と
り
ま
さ
り
を
と
は
る
。
大
納
言
云
式
部
は
こ
や

と
も
人
を
い
ふ
へ
き
に
と
よ
め
る
物
な
り
。
ひ
と
つ
口
に
い
ふ
へ
か
ら
す
と
侍
り
け
れ
は
中
納
言
は

山
の
は
の
月

と
云
哥
こ
そ
世
の
人
は
秀
哥
と
は
申
侍
れ
と
い
ふ
。

●
梅
沢
本
　
第
70
段
「
式
部
赤
染
勝
劣
事
」
冒
頭

（
Ｂ
型
）�　
或
人
云
俊
頼
の
髄
脳
に
定
頼
中
納
言
公
任
大
納
言
に
し
き
ふ
あ
か
そ
め
か
を
と
り
ま
さ
り
を
と
は
る
。
大
納
言
い
は
く

式
部
は
こ
や
と
も
人
を
い
ふ
へ
き
に
と
よ
め
る
物
な
り
。
ひ
と
つ
口
に
い
ふ
へ
か
ら
す
と
侍
け
れ
は
中
納
言
　か
さ
ね
て

云
式
部
か
哥
に
は
は
る
か
に
て
ら
せ

山
の
葉
の
月

と
云
哥
を
こ
そ
世
の
人
は
秀
哥
と
申
侍
め
れ
と
云
。

第
70
段
冒
頭
で
は
、
定
頼
中
納
言
に
よ
り
和
泉
式
部
の
歌
「
暗
き
よ
り
暗
き
道
に
ぞ
入
る
ぬ
べ
き
遥
か
に
照
ら
せ
山
の
端
の
月
」

が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
林
本
は
こ
れ
を
最
低
限
に
「
山
の
は
の
月
」
と
の
み
記
す
。
し
か
し
梅
沢
本
で
は
こ
れ
が
和
泉
式
部
の
歌
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
第
四
句
「
は
る
か
に
て
ら
せ
」
を
も
加
え
て
こ
れ
を
記
し
て
い
る
。

第
30
段
・
第
67
段
・
第
64
段
・
第
70
段
を
具
体
例
と
し
て
挙
げ
た
。
原
態
系
統
本
と
の
比
較
で
、
古
本
系
統
本
は
各
所
に
注
釈
的

な
本
文
を
備
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
系
統
本
が
編
集
後
の
状
態
で
あ
る
か
を
考
え
る
な
ら
ば
、
章
段
と
見
出
し
が
整
え
ら
れ
、
本
文

一
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首
を
十
首
つ
ゝ
十
度
に
よ
み
て

十
座
の
百
首

と
な
つ
け
た
る
こ
と
の
あ
り
け
る
に
は
い
と
み
て
を
の
〳
〵
心
を
つ
く

し
た
り
け
る
。
け
に
い
つ
れ
も
お
と
ら
さ
り
け
り
。

第
64
段
の
冒
頭
を
、
林
本
と
梅
沢
本
そ
れ
ぞ
れ
に
引
用
し
た
。
こ
こ
で
は
隆
信
と
定
長
が
比
較
さ
れ
、
過
去
の
事
実
と
し
て
二
人

の
実
力
が
拮
抗
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
十
座
百
首
は
そ
の
具
体
例
と
し
て
語
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
梅
沢
本
で
は
こ
の
「
十
座

百
首
」
の
名
称
に
も
注
釈
の
意
識
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、「
百
首
を
十
首
つ
ゝ
十
度
に
よ
み
て
」
と
い
う
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
。

●
林
本
　
第
70
段
箇
所
冒
頭

（
Ａ
型
）�　
或
人
云
俊
頼
の
髄
脳
に
定
頼
中
納
言
云
公
任
卿
に
式
部
と
赤
染
か
を
と
り
ま
さ
り
を
と
は
る
。
大
納
言
云
式
部
は
こ
や

と
も
人
を
い
ふ
へ
き
に
と
よ
め
る
物
な
り
。
ひ
と
つ
口
に
い
ふ
へ
か
ら
す
と
侍
り
け
れ
は
中
納
言
は

山
の
は
の
月

と
云
哥
こ
そ
世
の
人
は
秀
哥
と
は
申
侍
れ
と
い
ふ
。

●
梅
沢
本
　
第
70
段
「
式
部
赤
染
勝
劣
事
」
冒
頭

（
Ｂ
型
）�　
或
人
云
俊
頼
の
髄
脳
に
定
頼
中
納
言
公
任
大
納
言
に
し
き
ふ
あ
か
そ
め
か
を
と
り
ま
さ
り
を
と
は
る
。
大
納
言
い
は
く

式
部
は
こ
や
と
も
人
を
い
ふ
へ
き
に
と
よ
め
る
物
な
り
。
ひ
と
つ
口
に
い
ふ
へ
か
ら
す
と
侍
け
れ
は
中
納
言
　か
さ
ね
て

云
式
部
か
哥
に
は
は
る
か
に
て
ら
せ

山
の
葉
の
月

と
云
哥
を
こ
そ
世
の
人
は
秀
哥
と
申
侍
め
れ
と
云
。

第
70
段
冒
頭
で
は
、
定
頼
中
納
言
に
よ
り
和
泉
式
部
の
歌
「
暗
き
よ
り
暗
き
道
に
ぞ
入
る
ぬ
べ
き
遥
か
に
照
ら
せ
山
の
端
の
月
」

が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
林
本
は
こ
れ
を
最
低
限
に
「
山
の
は
の
月
」
と
の
み
記
す
。
し
か
し
梅
沢
本
で
は
こ
れ
が
和
泉
式
部
の
歌
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
第
四
句
「
は
る
か
に
て
ら
せ
」
を
も
加
え
て
こ
れ
を
記
し
て
い
る
。

第
30
段
・
第
67
段
・
第
64
段
・
第
70
段
を
具
体
例
と
し
て
挙
げ
た
。
原
態
系
統
本
と
の
比
較
で
、
古
本
系
統
本
は
各
所
に
注
釈
的

な
本
文
を
備
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
系
統
本
が
編
集
後
の
状
態
で
あ
る
か
を
考
え
る
な
ら
ば
、
章
段
と
見
出
し
が
整
え
ら
れ
、
本
文

一
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も
注
釈
的
に
整
え
ら
れ
た
古
本
系
統
本
の
本
文
を
編
集
後
の
状
態
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
れ
を
逆
の
方
向
で
説
明
し
よ

う
と
す
る
な
ら
ば
、
極
め
て
不
自
然
な
書
写
状
況
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

四
、
生
じ
て
い
る
問
題
点

●
第
18
段
「
関
ノ
清
水
」
箇
所

林
本
　
　
今
は
（
─
）
三
井
寺
に
円
實
坊
阿
闍
梨
と
い
ふ
老
僧

梅
沢
本
　
今
は
水
も
な
け
れ
は
そ
こ
と
も
し
れ
る
人
た
に
な
し
三
井
寺
に
円
実
房
の
阿
闍
梨
と
い
ふ
老
僧

林
本
　
　
建
暦
の
初
の
年
（
─
）
対
面
し
て
か
や
う
に
古
事
を

梅
沢
本
　
建
暦
は
し
め
の
と
し
十
月
廿
日
あ
ま
り
の
比
三
井
寺
へ
ゆ
き
て
あ
さ
り
た
い
め
し
て
か
や
う
に
ふ
る
き
こ
と
を

次
に
、
系
統
間
の
異
同
が
『
無
名
抄
』
本
文
の
理
解
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
第
18
段

に
は
二
か
所
に
大
き
な
異
同
が
見
ら
れ
、
そ
の
何
れ
も
先
の
例
と
同
じ
よ
う
に
、
原
態
系
統
本
に
は
見
ら
れ
な
い
説
明
的
な
記
述
が
、

古
本
系
統
本
に
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
後
者
「
十
月
廿
日
あ
ま
り
の
比
三
井
寺
へ
ゆ
き
て
阿
闍
梨
」

の
記
述
で
あ
る
。
建
暦
元
年
十
月
二
十
日
余
り
の
と
き
、
長
明
が
三
井
寺
の
阿
闍
梨
に
面
会
し
た
と
す
る
こ
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て
は
、

岡
田
希
雄
氏
に
よ
り
、
こ
の
年
次
記
載
に
対
す
る
不
審
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
岡
田
氏
は
『
東
鏡
』
建
暦
元
年
十
月
十
三

日
の
条
を
掲
げ
、
長
明
が
鎌
倉
で
実
朝
に
謁
し
て
十
月
十
三
日
に
法
華
堂
に
参
詣
し
て
い
る
事
実
を
示
し
、
地
理
的
状
況
を
鑑
み
て
、

十
月
二
十
日
余
り
の
頃
に
長
明
が
三
井
寺
に
い
る
こ
と
へ
の
不
審
を
指
摘
す
る
（
11
）。

原
態
系
統
本
に
は
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
日
付
が

一
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記
さ
れ
て
な
い
の
で
あ
り
、『
東
鑑
』
と
の
齟
齬
を
考
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
こ
の
日
付
は
長
明
が
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
後
人

が
加
筆
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
林
本
　
第
10
段
「
コ
ノ
モ
カ
ノ
モ
ノ
論
」
箇
所

三
条
院
（
梅
沢
本
＝
二
条
院
）
和
哥
こ
の
ま
せ
を
は
し
ま
し
け
る
時
岡
崎
の
三
位
御
師
徳
に
て
候
は
れ
け
る
に
此
道
の
聞
え
た

か
き
に
よ
り
て
清
輔
朝
臣
め
さ
れ
て
殿
上
に
さ
ふ
ら
ひ
け
り
。
い
み
し
き
め
ん
ほ
く
也
け
る
を
あ
る
と
き
の
御
会
に（
梅
沢
本

清
輔
）い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は
三
位
是
を
難
し
て
い
は
く
つ
く
は
山
に
こ
そ
こ
の
も

か
の
も
は
よ
め
。
お
ほ
山
こ
と
に
い
ふ
へ
き
に
は
あ
ら
す
と
難
せ
ら
れ
け
れ
は
清
輔
申
て
い
は
く
筑
波
山
ま
て
は
申
へ
き
な
ら

す
。
河
な
と
に
も
よ
み
侍
る
へ
き
に
こ
そ
…
…
（
以
下
略
）
…
…

林
本
　
　
三
条
院
　
◎
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
蓬
左
（「
三
」
右
わ
き
に
別
筆
の
貼
り
紙
「
二
」）

梅
沢
本
　
二
条
院
　
◎
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
「
三
イ
」）　
伏
見

林
本
　
　
御
会
に
（
─
）
い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は

◎
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
蓬
左

梅
沢
本
　
御
会
に
清
輔
い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
こ
と
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は

◎
黒
川
　
呉
氏
　
簗
瀬
　
※
天
理
（
本
文
「
御
會
イ
ツ
レ
ノ
山
ト
カ
」
右
傍
に
「
ニ
清
輔
」
の
書
き
入
れ
）

※
静
嘉
堂
（
右
傍
に
別
筆
で
「
清
輔
」
の
書
き
入
れ
）　
伏
見

二
二
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記
さ
れ
て
な
い
の
で
あ
り
、『
東
鑑
』
と
の
齟
齬
を
考
え
る
な
ら
ば
、
や
は
り
こ
の
日
付
は
長
明
が
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
後
人

が
加
筆
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
林
本
　
第
10
段
「
コ
ノ
モ
カ
ノ
モ
ノ
論
」
箇
所

三
条
院
（
梅
沢
本
＝
二
条
院
）
和
哥
こ
の
ま
せ
を
は
し
ま
し
け
る
時
岡
崎
の
三
位
御
師
徳
に
て
候
は
れ
け
る
に
此
道
の
聞
え
た

か
き
に
よ
り
て
清
輔
朝
臣
め
さ
れ
て
殿
上
に
さ
ふ
ら
ひ
け
り
。
い
み
し
き
め
ん
ほ
く
也
け
る
を
あ
る
と
き
の
御
会
に（
梅
沢
本

清
輔
）い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は
三
位
是
を
難
し
て
い
は
く
つ
く
は
山
に
こ
そ
こ
の
も

か
の
も
は
よ
め
。
お
ほ
山
こ
と
に
い
ふ
へ
き
に
は
あ
ら
す
と
難
せ
ら
れ
け
れ
は
清
輔
申
て
い
は
く
筑
波
山
ま
て
は
申
へ
き
な
ら

す
。
河
な
と
に
も
よ
み
侍
る
へ
き
に
こ
そ
…
…
（
以
下
略
）
…
…

林
本
　
　
三
条
院
　
◎
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
蓬
左
（「
三
」
右
わ
き
に
別
筆
の
貼
り
紙
「
二
」）

梅
沢
本
　
二
条
院
　
◎
黒
川
　
呉
氏
　
天
理
　
簗
瀬
　
静
嘉
堂
（
異
同
注
記
「
三
イ
」）　
伏
見

林
本
　
　
御
会
に
（
─
）
い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は

◎
青
山
　
初
雁
　
斎
藤
　
多
和
　
蓬
左

梅
沢
本
　
御
会
に
清
輔
い
つ
れ
の
山
と
か
こ
の
も
か
の
も
と
い
ふ
こ
と
を
よ
ま
れ
た
り
け
れ
は

◎
黒
川
　
呉
氏
　
簗
瀬
　
※
天
理
（
本
文
「
御
會
イ
ツ
レ
ノ
山
ト
カ
」
右
傍
に
「
ニ
清
輔
」
の
書
き
入
れ
）

※
静
嘉
堂
（
右
傍
に
別
筆
で
「
清
輔
」
の
書
き
入
れ
）　
伏
見

二
二
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第
10
段
に
は
二
か
所
に
注
目
す
べ
き
異
同
が
見
ら
れ
る
。
前
者
の
異
同
は
、
史
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
「
三
条
院
」
の
記
述
が
、
正
し

く
「
二
条
院
」
へ
と
修
正
さ
れ
た
こ
と
で
生
じ
た
異
同
で
あ
ろ
う
（
12
）。

蓬
左
文
庫
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
異
同
注
記
が
記
さ
れ
て
お

り
、
両
系
統
の
伝
本
が
校
合
さ
れ
て
い
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
原
態
系
統
本
が
史
的
に
誤
り
で
あ
る
「
三
条
院
」

の
記
述
を
、
誤
っ
た
ま
ま
に
書
写
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
写
態
度
は
、
原
態
系
統
本
の
本
文
が
注
釈
的
で
な

い
様
子
に
も
符
合
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
更
に
注
目
す
べ
き
は
後
者
の
異
同
で
あ
る
。
梅
沢
本
以
下
の
伝
本
に
は
、
主
語
を
明
記
し

て
「
清
輔
」
が
「
こ
の
も
か
の
も
」
の
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
第
10
段
を
読
む
限
り
に
お
い
て
、
両
系
統
本
に
文
意
の
違

い
は
感
じ
ら
れ
ず
、
そ
の
違
い
は
主
語
表
記
の
有
無
で
し
か
な
い
。
し
か
し
こ
の
出
来
事
を
清
輔
『
袋
草
紙
』
の
記
事
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『
袋
草
紙
』
上
巻
抜
粋
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
よ
り
引
用
）

予
、
応
保
二
年
三
月
六
日
に
昇
殿
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
名
を
隠
し
て
歌
合
は
す
る
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
躑
躅
の

歌
に
「
こ
の
も
か
の
も
」
と
詠
む
歌
出
で
来�
。
範
兼
難
じ
て
云
は
く
、「
こ
の
も
か
の
も
は
筑
波
山
の
外
は
詠
む
べ
か
ら
ず
。

か
の
山
は
八
方
に
面
あ
り
。
面
の
方
に
景
有
る
の
故
な
り
。
何
ぞ
平
地
の
路
に
然
る
べ
き
や
」
と
。
顕
広
云
は
く
、「
然
な
り
。

近
き
歌
合
に
も
か
く
の
如
く
難
ず
る
か
」
と
。
…
…
（
中
略
）
…
…
時
に
予
云
は
く
、「
然
り
と
い
へ
ど
も
、
事
の
外
の
僻
事

な
り
」
と
。
…
…
（
中
略
）
…
…
証
歌
有
ら
ば
出
だ
す
べ
し
と
責
め
ら
れ
、
暫
く
隔
滞
す
。
頻
り
に
そ
の
責
め
有
り
。
予
申
し

て
云
は
く
、「
躬
恒
が
仮
名
序
に
は
、「
漢
河
に
烏
鵲
の
与
利
羽
の
橋
を
渡
し
て
、
こ
の
も
か
の
も
行
き
か
ふ
」
と
書
き
た
る
様

に
覚
悟
す
、
如
何
」
と
。
時
に
主
上
よ
り
始
め
奉
り
て
、
満
座
鼓
動
し
て
簾
中
に
及
ぶ
。
…
…
（
以
下
略
）
…
…

※
「
岩
つ
つ
じ
こ
の
も
か
の
も
に
咲
く
こ
ろ
は
過
ぎ
ぞ
や
ら
れ
ぬ
峰
の
細
道
」（
有
房
集
）
か
。

『
無
名
抄
』
の
本
文
か
ら
は
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
歌
合
で
「
こ
の
も
か
の
も
」
の
歌
を
詠
ん
だ
の
は
清
輔
で

※

二
二
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は
な
い
。
つ
ま
り
第
10
段
は
、「
清
輔
」
の
語
が
記
さ
れ
て
い
な
い
、
原
態
系
統
本
の
状
態
こ
そ
が
正
し
い
の
で
あ
る
。『
無
名
抄
』

の
執
筆
に
、
長
明
が
『
袋
草
紙
』
を
直
接
利
用
し
て
い
る
様
子
を
考
え
る
な
ら
ば
（
13
）、

長
明
に
よ
り
誤
っ
た
主
語
が
記
さ
れ
た
と
は
考

え
難
い
。
古
本
系
伝
本
以
下
に
見
ら
れ
る
「
清
輔
」
の
主
語
は
、
後
に
補
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
後
人
の
解
釈
に

よ
っ
て
主
語
が
補
わ
れ
た
こ
と
で
、
意
図
せ
ず
原
文
の
文
意
を
違
え
て
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
第
18
段
・
第
10
段
に
生
じ
て
い
る
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
、
後
に
原
態
系
統
本
が
修
正
し
て
い
る
と
す
る
見
方
は
現
実
的
で
な

い
。
そ
の
よ
う
な
修
正
は
、
膨
大
な
資
料
を
閲
覧
で
き
る
現
代
に
お
い
て
さ
え
容
易
で
な
く
、
加
え
て
原
態
系
統
本
の
本
文
が
注
釈

的
で
な
い
様
子
や
、「
三
条
院
」
の
よ
う
に
誤
っ
た
情
報
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
事
に
も
矛
盾
す
る
。

五
、
文
章
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
様
子

●
林
本
　
第
16
段
箇
所

雨
の
降
り
け
る
日
あ
る
人
の
も
と
に
思
ふ
と
ち
さ
し
あ
つ
ま
り
て
古
こ
と
な
と
か
た
り
出
た
り
け
る
つ
い
て
に
ま
そ
う
の
薄

と
云
は
い
か
な
る
す
ゝ
き
そ
な
と
い
ひ
し
ろ
ふ
ほ
と
に
あ
る
老
人
の
い
は
く
わ
た
の
へ
と
云
所
に
こ
そ
此
事
知
た
る
聖
は
あ
り

と
聞
侍
し
か
と
ほ
の
〳
〵
い
ひ
出
た
り
け
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…

此
薄

同
さ
ま
に
て
あ
ま
た
侍
り
。
ま
す
ほ
の
薄
　ま

そ
を
の
薄
　ま
す
う
の
薄
と
て
三
草
は
侍
也
。
ま
す
ほ
の
薄
と
い
ふ
は
ほ
の
長
て
一
尺
は
か
り
あ
る
を
い
ふ
。
彼
ま
す
鏡
を
は

万
葉
集
に
十
寸
の
か
ゝ
み
と
か
け
る
に
て
心
う
へ
し
。
ま
そ
を
の
薄
と
云
は
真
麻
の
心
也
。
是
俊
頼
朝
臣
の
哥
に
よ
み
て
侍
る
。

ま
そ
を
の
糸
を
く
り
か
け
て
と
侍
る
と
よ
。
糸
な
と
の
み
た
れ
た
る
や
う
也
。
ま
す
う
の
薄
と
は
ま
こ
と
に
す
は
う
な
り
と
い

ふ
心
也
。
ま
す
は
う
の
薄
と
い
ふ
へ
き
を
こ
と
葉
を
略
し
た
る
也
。
色
深
き
薄
の
名
な
る
へ
し
。
…
…
（
以
下
略
）
…
…

二
五
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は
な
い
。
つ
ま
り
第
10
段
は
、「
清
輔
」
の
語
が
記
さ
れ
て
い
な
い
、
原
態
系
統
本
の
状
態
こ
そ
が
正
し
い
の
で
あ
る
。『
無
名
抄
』

の
執
筆
に
、
長
明
が
『
袋
草
紙
』
を
直
接
利
用
し
て
い
る
様
子
を
考
え
る
な
ら
ば
（
13
）、

長
明
に
よ
り
誤
っ
た
主
語
が
記
さ
れ
た
と
は
考

え
難
い
。
古
本
系
伝
本
以
下
に
見
ら
れ
る
「
清
輔
」
の
主
語
は
、
後
に
補
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
後
人
の
解
釈
に

よ
っ
て
主
語
が
補
わ
れ
た
こ
と
で
、
意
図
せ
ず
原
文
の
文
意
を
違
え
て
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
第
18
段
・
第
10
段
に
生
じ
て
い
る
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
、
後
に
原
態
系
統
本
が
修
正
し
て
い
る
と
す
る
見
方
は
現
実
的
で
な

い
。
そ
の
よ
う
な
修
正
は
、
膨
大
な
資
料
を
閲
覧
で
き
る
現
代
に
お
い
て
さ
え
容
易
で
な
く
、
加
え
て
原
態
系
統
本
の
本
文
が
注
釈

的
で
な
い
様
子
や
、「
三
条
院
」
の
よ
う
に
誤
っ
た
情
報
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
事
に
も
矛
盾
す
る
。

五
、
文
章
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
様
子

●
林
本
　
第
16
段
箇
所

雨
の
降
り
け
る
日
あ
る
人
の
も
と
に
思
ふ
と
ち
さ
し
あ
つ
ま
り
て
古
こ
と
な
と
か
た
り
出
た
り
け
る
つ
い
て
に
ま
そ
う
の
薄

と
云
は
い
か
な
る
す
ゝ
き
そ
な
と
い
ひ
し
ろ
ふ
ほ
と
に
あ
る
老
人
の
い
は
く
わ
た
の
へ
と
云
所
に
こ
そ
此
事
知
た
る
聖
は
あ
り

と
聞
侍
し
か
と
ほ
の
〳
〵
い
ひ
出
た
り
け
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…

此
薄

同
さ
ま
に
て
あ
ま
た
侍
り
。
ま
す
ほ
の
薄
　ま

そ
を
の
薄
　ま
す
う
の
薄
と
て
三
草
は
侍
也
。
ま
す
ほ
の
薄
と
い
ふ
は
ほ
の
長
て
一
尺
は
か
り
あ
る
を
い
ふ
。
彼
ま
す
鏡
を
は

万
葉
集
に
十
寸
の
か
ゝ
み
と
か
け
る
に
て
心
う
へ
し
。
ま
そ
を
の
薄
と
云
は
真
麻
の
心
也
。
是
俊
頼
朝
臣
の
哥
に
よ
み
て
侍
る
。

ま
そ
を
の
糸
を
く
り
か
け
て
と
侍
る
と
よ
。
糸
な
と
の
み
た
れ
た
る
や
う
也
。
ま
す
う
の
薄
と
は
ま
こ
と
に
す
は
う
な
り
と
い

ふ
心
也
。
ま
す
は
う
の
薄
と
い
ふ
へ
き
を
こ
と
葉
を
略
し
た
る
也
。
色
深
き
薄
の
名
な
る
へ
し
。
…
…
（
以
下
略
）
…
…

二
五

76 桜 文 論 叢

●
梅
沢
本
　
第
16
段
「
マ
ス
ホ
ノ
ス
ヽ
キ
」

雨
の
ふ
り
け
る
ひ
あ
る
人
の
も
と
に
お
も
ふ
と
ち
さ
し
あ
つ
ま
り
て
ふ
る
き
こ
と
な
ん
か
た
り
い
て
た
り
け
る
つ
ゐ
て
に

ま
す
ほ
の
す
ゝ
き
と
い
ふ
は
い
か
な
る
す
ゝ
き
そ
な
と
い
ひ
し
ろ
ふ
ほ
と
に
あ
る
老
人
の
い
は
く
わ
た
の
へ
と
い
ふ
と
こ
ろ
に

こ
そ
こ
の
こ
と
し
り
た
る
ひ
し
り
は
あ
り
と
き
ゝ
侍
し
か
と
ほ
の
〳
〵
い
ひ
い
て
た
り
け
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…�

こ
の
す
ゝ
き
を
な
し
さ
ま
に
て
あ
ま
た
侍
り
。
ま
す
ほ
の
す
ゝ
き 

ま
そ
を
の
す
ゝ
き 

ま
そ
う
の
す
ゝ
き
と
て
み
く
さ
侍
な

り
。
ま
す
ほ
の
す
ゝ
き
と
い
ふ
は
ほ
の
な
か
く
て
一
尺
は
か
り
あ
る
を
い
ふ
。
か
の
ま
す
か
ゝ
み
を
は
万
葉
集
に
は
十
寸
の

か
ゝ
み
と
か
け
る
に
て
心
う
へ
し
。
ま
そ
を
の
す
ゝ
き
と
い
ふ
は
真
麻
の
心
な
り
。
こ
れ
は
俊
頼
朝
臣
の
哥
に
そ
よ
み
て
侍
る
。

ま
そ
うを

歟

の
い
と
を
く
り
か
け
て
と
侍
か
と
よ
。
い
と
な
と
の
み
た
れ
た
る
や
う
な
る
な
り
。
ま
そ
う
の
す
ゝ
き
と
は
ま
こ
と
に

す
わ
う
也
と
い
ふ
心
也
。
ま
す
わ
う
の
す
ゝ
き
と
い
ふ
へ
き
を
こ
と
は
を
略
し
た
る
な
り
。
…
…
（
以
下
略
）
…
…

登
蓮
法
師
の
逸
話
部
分
を
省
き
、
第
16
段
の
冒
頭
と
末
部
を
、
林
本
と
梅
沢
本
そ
れ
ぞ
れ
に
引
用
し
た
。
第
16
段
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
そ
の
冒
頭
の
異
同
に
よ
り
、
章
段
全
体
の
文
意
が
変
わ
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
先
ず
は
冒
頭
の
異
同
に
注
目
し
た
い
。
林

本
で
は
「
ま
そ
う
の
薄
と
云
は
い
か
な
る
す
ゝ
き
そ
」
と
し
て
、
歌
語
Ａ
「
ま
そ
う
の
薄
」
を
対
象
に
し
て
発
問
が
な
さ
れ
て
い
る
。

対
す
る
梅
沢
本
で
は
Ｂ
「
ま
す
ほ
の
薄
」
が
発
問
の
対
象
で
あ
り
、
こ
の
発
問
の
歌
語
が
〈
見
出
し
〉
で
あ
る
。

さ
て
、
冒
頭
部
の
発
問
と
結
び
つ
い
て

・

・

・

・

・

・

・

・

問
題
に
な
る
の
が
、
指
示
語
を
伴
う

・

・

・

・

・

・

章
段
末
部
「
此こ

の
す
ゝ
き薄

」
の
説
明
で
あ
る
。
林
本
で
は

都
合
四
種
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
）
の
歌
語
が
挙
げ
ら
れ
、「
此
薄
（
Ａ
ま
そ
う
の
薄
）」
が
「
三
草
」（
＝
Ｂ
「
ま
す
ほ
の
薄
」・
Ｃ
「
ま
そ
を
の
薄
」・

Ｄ
「
ま
す
う
の
薄
」）
の
総
称
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
一
方
の
梅
沢
本
で
は
、「
こ
の
す
ゝ
き
（
Ｂ
ま
す
ほ
の
薄
）」
が
広
義
に
は

「
三
草
」（
＝
Ｂ
「
ま
す
ほ
の
薄
」・
Ｃ
「
ま
そ
を
の
薄
」、
Ａ
「
ま
そ
う
の
薄
」）
の
総
称
で
あ
り
、
狭
義
に
は
「
十
寸
穂
の
薄
」
の
意
味
で

二
二



� 75『無名抄』原態系統本の本文について（茅原）

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
梅
沢
本
で
は
総
称
の
歌
語
Ｂ
「
ま
す
ほ
の
薄
」
が
、
そ
の
細
目
で
あ
る
「
三
草
」
の
歌
語
と
重
な
っ
て
お

り
、
林
本
の
三
草
に
あ
る
歌
語
Ｄ
「
ま
す
う
の
薄
」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
で
は
「
此こ

の
す
ゝ
き薄

」
の
説
明

が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
章
段
冒
頭
に
遡
る
、
歌
語
の
異
同
に
起
因
す
る
。

冒
頭
の
歌
語
は
、
な
ぜ
書
き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
の
違
い
は
、
見
出
し
の
有
無
で
あ
る
。

冒
頭
の
歌
語
を
書
き
換
え
る
必
要
が
生
じ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
見
出
し
と
発
問
の
整
合
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
古
本
系
伝

本
が
作
成
さ
れ
た
際
、
章
段
の
冒
頭
に
見
出
し
が
置
か
れ
た
こ
と
で
（
14
）、

冒
頭
の
「
見
出
し
」
に
「
発
問
」
が
整
合
し
て
い
る
必
要
が

生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
発
問
の
歌
語
が
、
見
出
し
に
合
わ
せ
て
「
ま
す
ほ
の
薄
」
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
で
も
っ
て
、

指
示
語
を
介
し
て
章
段
末
部
の
文
意
が
変
わ
る
結
果
と
な
り
、
古
本
系
統
本
に
お
け
る
「
三
草
」
の
説
明
を
歪
め
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

●
林
本
　
第
49
段
前
半
箇
所

俊
恵
語
云
故
左
京
大
夫
顕
輔
か
た
り
て
云
後
拾
遺
の
恋
の
哥
の
中
に
夕
暮
は
ま
た
れ
し
物
を
い
ま
は
た
ゝ
行
ら
ん
か
た
を
思

こ
そ
や
れ
こ
れ
を
お
も
て
哥
と
お
も
へ
り
。
金
葉
集
云
待
し
夜
の
ふ
け
し
を
な
に
ゝ
な
け
き
け
ん
思
た
え
て
も
あ
ら
れ
け
る
身

を
彼
類
に
せ
む
と
な
ん
思
給
へ
る
を
い
と
か
れ
ら
に
も
を
と
ら
す
け
う
は
あ
ら
す
こ
そ
侍
れ
と
い
は
れ
け
り
。
し
か
る
を
俊
恵

か
歌
苑
抄
中
に
は
一
夜
と
て
よ
か
れ
し
床
の
さ
筵
に
や
か
て
も
塵
の
つ
も
り
ぬ
る
哉
是
を
な
ん
お
も
て
う
た
と
思
給
ふ
は
い

か
ゝ
侍
ら
ん
と
ぞ
。

●
梅
沢
本
　
第
49
段
前
半
「
代
々
恋
中
ノ
秀
哥
」

俊
恵
語
云
故
左
京
大
夫
顕
輔
語
云
後
拾
遺
の
恋
の
哥
の
中
に
は

二
二
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あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
梅
沢
本
で
は
総
称
の
歌
語
Ｂ
「
ま
す
ほ
の
薄
」
が
、
そ
の
細
目
で
あ
る
「
三
草
」
の
歌
語
と
重
な
っ
て
お

り
、
林
本
の
三
草
に
あ
る
歌
語
Ｄ
「
ま
す
う
の
薄
」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
で
は
「
此こ
の
す
ゝ
き薄
」
の
説
明

が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
章
段
冒
頭
に
遡
る
、
歌
語
の
異
同
に
起
因
す
る
。

冒
頭
の
歌
語
は
、
な
ぜ
書
き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
の
違
い
は
、
見
出
し
の
有
無
で
あ
る
。

冒
頭
の
歌
語
を
書
き
換
え
る
必
要
が
生
じ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
見
出
し
と
発
問
の
整
合
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
古
本
系
伝

本
が
作
成
さ
れ
た
際
、
章
段
の
冒
頭
に
見
出
し
が
置
か
れ
た
こ
と
で
（
14
）、

冒
頭
の
「
見
出
し
」
に
「
発
問
」
が
整
合
し
て
い
る
必
要
が

生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
発
問
の
歌
語
が
、
見
出
し
に
合
わ
せ
て
「
ま
す
ほ
の
薄
」
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
で
も
っ
て
、

指
示
語
を
介
し
て
章
段
末
部
の
文
意
が
変
わ
る
結
果
と
な
り
、
古
本
系
統
本
に
お
け
る
「
三
草
」
の
説
明
を
歪
め
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

●
林
本
　
第
49
段
前
半
箇
所

俊
恵
語
云
故
左
京
大
夫
顕
輔
か
た
り
て
云
後
拾
遺
の
恋
の
哥
の
中
に
夕
暮
は
ま
た
れ
し
物
を
い
ま
は
た
ゝ
行
ら
ん
か
た
を
思

こ
そ
や
れ
こ
れ
を
お
も
て
哥
と
お
も
へ
り
。
金
葉
集
云
待
し
夜
の
ふ
け
し
を
な
に
ゝ
な
け
き
け
ん
思
た
え
て
も
あ
ら
れ
け
る
身

を
彼
類
に
せ
む
と
な
ん
思
給
へ
る
を
い
と
か
れ
ら
に
も
を
と
ら
す
け
う
は
あ
ら
す
こ
そ
侍
れ
と
い
は
れ
け
り
。
し
か
る
を
俊
恵

か
歌
苑
抄
中
に
は
一
夜
と
て
よ
か
れ
し
床
の
さ
筵
に
や
か
て
も
塵
の
つ
も
り
ぬ
る
哉
是
を
な
ん
お
も
て
う
た
と
思
給
ふ
は
い

か
ゝ
侍
ら
ん
と
ぞ
。

●
梅
沢
本
　
第
49
段
前
半
「
代
々
恋
中
ノ
秀
哥
」

俊
恵
語
云
故
左
京
大
夫
顕
輔
語
云
後
拾
遺
の
恋
の
哥
の
中
に
は

二
二
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ゆ
ふ
く
れ
は
ま
た
れ
し
物
を
今
は
た
ゝ
ゆ
く
ら
む
か
た
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

こ
れ
を
お
も
て
哥
と
お
も
へ
り
。
金
葉
集
に
は

　
ま
ち
し
夜
の
ふ
け
し
を
な
に
ゝ
な
け
き
け
ん
お
も
ひ
た
え
て
も
す
く
し
け
る
身
を

こ
れ
を
す
く
れ
た
る
恋
と
せ
り
。
わ
か
ゑ
ら
へ
る
詞
花
集
に
は

　
わ
す
ら
る
ゝ
人
め
は
か
り
を
な
け
き
に
て
こ
ひ
し
き
こ
と
の
な
か
ら
ま
し
か
は

こ
の
哥
を
か
の
た
く
ひ
に
せ
む
と
な
ん
お
も
ひ
給
ふ
る
。
い
と
か
れ
ら
に
も
お
と
ら
す
け
し
う
は
あ
ら
す
こ
そ
侍
と
い
は
れ

け
り
。
し
か
あ
る
を
俊
恵
か
哥
苑
抄
の
中
に
は

　
一
夜
と
て
よ
か
れ
し
と
こ
の
さ
む
し
ろ
に
や
か
て
も
ち
り
の
つ
も
り
ぬ
る
か
な

こ
れ
を
な
む
お
も
て
哥
と
お
も
ひ
給
ふ
る
。
い
か
ゝ
侍
ら
ん
と
そ
。

第
49
段
も
両
系
統
本
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
梅
沢
本
で
は
『
詞
花
和
歌
集
』
の
恋
の
面
歌
が
追
加
さ
れ
た
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
に

続
く
顕
輔
の
言
説
に
も
違
い
が
見
ら
れ
る
。
林
本
で
は
、
顕
輔
に
よ
っ
て
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
と
『
金
葉
和
歌
集
』
そ
れ
ぞ
れ
に
恋

の
「
面
歌
」
が
選
ば
れ
た
あ
と
、「
い
と
か
れ
ら
に
も
を
と
ら
ず
稀け

有う

は
あ
ら
ず
こ
そ
侍
れ
」（
＝
さ
ほ
ど
こ
れ
ら
の
歌
に
劣
ら
な
い
と

い
う
歌
も
珍
し
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。）
と
い
う
消
極
的
な
賞
賛
が
語
ら
れ
、
自
身
の
撰
歌
が
絶
対
で
は
な
い
様
子
が
述
べ
ら
れ
る
。
第

49
段
で
は
、
こ
れ
を
受
け
て
俊
恵
が
『
歌
苑
抄
』
か
ら
恋
の
面
歌
を
選
び
、
長
明
が
お
ぼ
つ
か
な
く
も
『
新
古
今
和
歌
集
』
か
ら
恋

の
面
歌
を
選
ぶ
の
で
あ
り
、
撰
歌
の
是
非
は
後
世
の
読
み
手
に
委
ね
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
の
梅
沢
本
で
は
、
後
拾
遺

集
・
金
葉
集
か
ら
の
撰
歌
に
続
け
て
、
顕
輔
自
身
が
撰
者
で
あ
る
『
詞
花
和
歌
集
』
か
ら
も
恋
の
面
歌
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
い
と

か
れ
ら
に
も
お
と
ら
ず
異け

し
う
は
あ
ら
ず
こ
そ
侍
」（
＝
さ
ほ
ど
そ
れ
ら
の
歌
に
劣
ら
ず
、
そ
う
お
か
し
く
は
な
い
で
し
ょ
う
）
と
し
て
、

二
二
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詞
花
集
面
歌
が
前
二
首
に
劣
ら
ぬ
秀
歌
と
し
て
語
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
後
拾
遺
集
・
金
葉
集
・
詞
花
集
の
面
歌
が
等
し
く
勅
撰
集

最
高
の
恋
歌
と
し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
俊
恵
と
長
明
に
よ
っ
て
恋
の
面
歌
が
更
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
の
主
題
が
恋
の

面
歌
を
列
挙
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

両
者
の
違
い
は
編
集
前
と
編
集
後
の
違
い
で
あ
り
、
文
意
は
何
れ
も
通
じ
て
い
る
。
内
容
の
違
い
か
ら
編
集
の
前
後
を
判
断
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
検
証
に
よ
り
、
古
本
系
統
本
の
本
文
に
注
釈
的
傾
向
が
顕
わ
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
な
ら
ば
、
右
の
場
合
も
古
本
系
伝
本
の
作
成
時
に
情
報
が
付
加
さ
れ
、
主
題
の
理
解
に
沿
っ
て
言
葉
が
修
整
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

六
、
本
文
の
校
訂
に
よ
っ
て
文
意
が
損
な
わ
れ
て
い
る
様
子

●
林
本
　
第
71
段
「
近
代
哥
躰
」
箇
所
①

人
の
こ
と
は
し
る
身
に
と
り
て
は

中
比
の
人
々
あ
ま
た
さ
し
あ
つ
ま
り
て
侍
し
会

に
つ
ら
な
り
て
人
の
哥
と
も
を
聞
し

か
は
我
思
よ
ら
ぬ
風
情
は
い
と
す
く
な
か
り
き
。
我
つ
ゝ
け
た
り
つ
る
よ
り
は
是
に
よ
か
り
け
り
な
と
覚
る
こ
と
こ
そ
あ
り
し

か
と
（
梅
沢
本
・
い
さ
さ
か
も
心
の
め
く
ら
ぬ
こ
と
は
あ
り
か
た
く
）
な
ん
侍
し
。
し
か
る
を

御
所
の
御
会

に
つ
か
ふ
ま
つ
り

し
に
は
ふ
つ
と
思
も
よ
ら
ぬ
こ
と
を
の
み
人
こ
と
に
よ
ま
れ
し
か
は
此
み
ち
は
は
や
く
底
も
な
く
き
は
も
な
き
こ
と
に
な
り
に

け
り
と
お
そ
ろ
し
く
こ
そ
覚
侍
り
し
か
。
…
…
（
中
略
）
…
…
お
ほ
つ
か
な
く
心
籠
て
よ
ま
む
と
す
る
ほ
と
に
は
て
に
は
み
つ

か
ら
も
え
心
え
す
た
か
は
ぬ
無
心
所
着
に
な
り
ぬ
。
か
や
う
の
つ
ら
の
哥
は
幽
玄
の
さ
か
ひ
に
は
あ
ら
す
。
け
に
達
磨
と
も
こ

れ
を
そ
い
ふ
へ
き
。

二
一
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詞
花
集
面
歌
が
前
二
首
に
劣
ら
ぬ
秀
歌
と
し
て
語
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
後
拾
遺
集
・
金
葉
集
・
詞
花
集
の
面
歌
が
等
し
く
勅
撰
集

最
高
の
恋
歌
と
し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
俊
恵
と
長
明
に
よ
っ
て
恋
の
面
歌
が
更
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
の
主
題
が
恋
の

面
歌
を
列
挙
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

両
者
の
違
い
は
編
集
前
と
編
集
後
の
違
い
で
あ
り
、
文
意
は
何
れ
も
通
じ
て
い
る
。
内
容
の
違
い
か
ら
編
集
の
前
後
を
判
断
す
る

こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
検
証
に
よ
り
、
古
本
系
統
本
の
本
文
に
注
釈
的
傾
向
が
顕
わ
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
な
ら
ば
、
右
の
場
合
も
古
本
系
伝
本
の
作
成
時
に
情
報
が
付
加
さ
れ
、
主
題
の
理
解
に
沿
っ
て
言
葉
が
修
整
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

六
、
本
文
の
校
訂
に
よ
っ
て
文
意
が
損
な
わ
れ
て
い
る
様
子

●
林
本
　
第
71
段
「
近
代
哥
躰
」
箇
所
①

人
の
こ
と
は
し
る
身
に
と
り
て
は

中
比
の
人
々
あ
ま
た
さ
し
あ
つ
ま
り
て
侍
し
会

に
つ
ら
な
り
て
人
の
哥
と
も
を
聞
し

か
は
我
思
よ
ら
ぬ
風
情
は
い
と
す
く
な
か
り
き
。
我
つ
ゝ
け
た
り
つ
る
よ
り
は
是
に
よ
か
り
け
り
な
と
覚
る
こ
と
こ
そ
あ
り
し

か
と
（
梅
沢
本
・
い
さ
さ
か
も
心
の
め
く
ら
ぬ
こ
と
は
あ
り
か
た
く
）
な
ん
侍
し
。
し
か
る
を

御
所
の
御
会

に
つ
か
ふ
ま
つ
り

し
に
は
ふ
つ
と
思
も
よ
ら
ぬ
こ
と
を
の
み
人
こ
と
に
よ
ま
れ
し
か
は
此
み
ち
は
は
や
く
底
も
な
く
き
は
も
な
き
こ
と
に
な
り
に

け
り
と
お
そ
ろ
し
く
こ
そ
覚
侍
り
し
か
。
…
…
（
中
略
）
…
…
お
ほ
つ
か
な
く
心
籠
て
よ
ま
む
と
す
る
ほ
と
に
は
て
に
は
み
つ

か
ら
も
え
心
え
す
た
か
は
ぬ
無
心
所
着
に
な
り
ぬ
。
か
や
う
の
つ
ら
の
哥
は
幽
玄
の
さ
か
ひ
に
は
あ
ら
す
。
け
に
達
磨
と
も
こ

れ
を
そ
い
ふ
へ
き
。

二
一

72 桜 文 論 叢

林
本
　
　
人
の
こ
と
は
し
る
身
に
と
り
て
は

◎
青
山
「
人
の
こ
と
葉
知
」　
初
雁
「
人
の
こ
と
葉
知
」　
斎
藤
「
人
の
こ
と
葉
知
る
」　
多
和
「
人
の
こ
と
葉
知
」

梅
沢
本
　
人
の
こ
と
は
し
ら
す
身
に
と
り
て
は

◎
黒
川
　「
人
の
こ
と
は
し
ら
す
」　
呉
氏
「
人
の
事
は
し
ら
す
」　
天
理
「
人
の
事
は
し
ら
す
」

　
簗
瀬
「
人
の
事
は
し
ら
す
」　
静
嘉
堂
「
人
の
こ
と
は
し
ら
す
」　
蓬
左
「
人
の
事
は
し
ら
す
」

　
伏
見
「
人
の
こ
と
は
し
ら
す
」

第
71
段
の
一
部
を
林
本
に
て
引
用
し
た
。
右
の
箇
所
は
、
後
鳥
羽
上
皇
の
歌
会
に
出
席
し
た
折
の
経
験
を
長
明
が
語
る
部
分
で
あ

る
。
引
用
冒
頭
の
異
同
に
注
目
し
た
い
。
梅
沢
本
の
本
文
で
は
、「
人
の
こ
と
は
し
ら
す

・

・

・

身
に
と
り
て
は
」（
＝
他
人
の
事
は
知
ら
な
い

・

・

・

・

が
、
わ
が
身
に
お
い
て
は
）
と
記
さ
れ
お
り
、
こ
の
文
を
前
後
に
、
話
題
が
他
者
か
ら
自
身
の
こ
と
へ
と
切
り
替
わ
る
。
一
方
、
林
本

に
は
こ
れ
が
「
人
の
こ
と
は
し
る

・
・

身
に
と
り
て
は
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
梅
沢
本
と
同
じ
内
容
で
読
も
う
と
す
れ
ば
文
意
は
通
じ
な

い
。
梅
沢
本
の
理
解
で
も
っ
て
書
写
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
然
、
こ
の
記
述
に
対
し
て
誤
写
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
林
本
以
下
、
原
態
系
統
本
の
諸
本
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
こ
の
部
位
が
「
人
の
言
葉
知
る
」
の
意
味
で
記
さ
れ
て
い

る
様
子
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
の
話
の
中
で
長
明
は
、《
中
比
の
人
々
あ
ま
た
さ
し
あ
つ
ま
り
て
侍
し
会
》
と
《
御
所
の
御
会
》
の

様
子
を
、
旧
風
和
歌
と
新
風
和
歌
の
比
較
で
も
っ
て
語
っ
て
い
る
。
前
者
の
歌
会
で
あ
れ
ば
、
長
明
に
と
っ
て
「
我
思
よ
ら
ぬ
風
情

は
い
と
す
く
な
か
り
き
」
様
子
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
の
歌
会
で
は
新
風
和
歌
の
弊
害
に
よ
り
、「
思
も
よ
ら
ぬ
こ
と
」「
み
つ

か
ら
も
え
心
え
す
」「
無
心
所
着
」
の
言
葉
が
氾
濫
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
15
）。

長
明
は
、
そ
の
よ
う
な
新
奇
な
言
葉
遣
い
の
歌
が
決
し

て
幽
玄
の
歌
で
は
な
い
こ
と
を
苦
々
し
く
語
る
の
で
あ
り
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
人
の
言
葉
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
、「
人
の
言
葉
知

二
一
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る
身
に
と
り
て
」
さ
え
彼
ら
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
と
皮
肉
を
込
め
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
本
系
伝
本
の
書
写
者
は
、
皮
肉
を
交
え
た
こ
の
言
い
回
し
に
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
不
審
な
言
い
回
し
に

誤
写
を
疑
い
、
文
意
が
通
じ
る
よ
う
本
文
を
校
訂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

●
林
本
　
第
71
段
箇
所
②

能
さ
か
ひ
に
い
れ
る
人
々
の
申
さ
れ
し
趣
は
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ
餘
情
姿
に
見
え
ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
。
心
に
も
詞
に

も
艶
極
り
ぬ
れ
は
是
等
の
徳
は
を
の
つ
か
ら
そ
な
は
る
に
こ
そ
。
た
と
へ
は
秋
の
夕
く
れ
空
の
気
色
は
色
も
な
く
聲
も
な
し
。

い
つ
く
も
い
か
な
る
ゆ
へ
あ
る
へ
し
と
も
お
ほ
え
ね
と
す
ゝ
ろ
に
涙
こ
ほ
る
ゝ
こ
と
し
。
こ
れ
を
心
な
き
も
の
は
さ
ら
に
い
み

し
と
思
ひ
え
す
。
た
ゝ
め
に
み
ゆ
る
花
紅
葉
を
そ
め
て
侍
る
。
又
よ
き
女
の
う
ら
め
し
き
こ
と
あ
れ
と
こ
と
葉
に
は
あ
ら
は
さ

す
ふ
か
く
忍
ひ
た
る
気
色
な
と
を
ほ
の
〳
〵
見
つ
け
た
る
は
こ
と
は
を
つ
く
し
て
う
ら
み
袖
を
し
ほ
り
み
せ
ん
よ
り
も
心
く
る

し
う
あ
は
れ
ふ
か
ゝ
る
へ
き
か
こ
と
し
。
又
お
さ
な
き
も
の
な
と
は
こ
ま
〳
〵
と
い
は
す
よ
り
ほ
か
は
い
か
て
か
気
色
を
見
て

し
ら
む
。
此
二
の
た
と
へ
に
て
風
情
す
く
な
く
心
あ
さ
か
ら
ん
人
の
さ
と
り
か
た
き
こ
と
を
は
知
。
又
お
さ
な
き
子
の
ら
う
た

き
か
か
た
こ
と
し
て
そ
れ
と
も
聞
え
ぬ
こ
と
い
ひ
出
た
る
は
は
か
な
き
に
付
て
も
い
と
を
し
く
き
ゝ
所
あ
る
に
に
た
る
こ
と
も

侍
に
や
。
こ
れ
ら
を
は
い
か
て
か
た
や
す
く
ま
ね
ひ
も
し
さ
た
か
に
も
い
ひ
あ
ら
は
さ
む
。
た
ゝ
み
つ
か
ら
心
う
へ
き
こ
と
也
。

又
霧
の
た
え
ま
よ
り
秋
山
を
な
か
む
れ
は
見
ゆ
る
所
は
ほ
の
か
な
れ
と
お
く
床
し
く
い
か
は
か
り
紅
葉
わ
た
り
て
面
白
か
ら
む

と

か
き
り
も
な
く
を
し
は
か
ら
る
ゝ
お
も
か
け

は
ほ
と
〳
〵
さ
た
か
に
見
ん
に
も
す
く
れ
て

心
さ
し
詞
に
あ
ら
は
れ
て

月
を
く
ま
な
し
と
い
ひ
花
を
た
へ
な
り
と
ほ
め
ん
は
な
に
か
は
か
た
か
ら
ん
。
い
つ
か
は
哥
た
ゝ
物
を
い
ふ
に
ま
さ
る
徳
と
せ

ん
。
一
こ
と
葉
に
お
ほ
く
の
こ
と
は
り
を
こ
め

あ
ら
は
さ
す
し
て
深
き
心
さ
し
を
尽
す

。
見
ぬ
世
の
こ
と
を
面
か
け
に

二
一



� 71『無名抄』原態系統本の本文について（茅原）

る
身
に
と
り
て
」
さ
え
彼
ら
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
い
と
皮
肉
を
込
め
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

古
本
系
伝
本
の
書
写
者
は
、
皮
肉
を
交
え
た
こ
の
言
い
回
し
に
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
不
審
な
言
い
回
し
に

誤
写
を
疑
い
、
文
意
が
通
じ
る
よ
う
本
文
を
校
訂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

●
林
本
　
第
71
段
箇
所
②

能
さ
か
ひ
に
い
れ
る
人
々
の
申
さ
れ
し
趣
は
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ
餘
情
姿
に
見
え
ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
。
心
に
も
詞
に

も
艶
極
り
ぬ
れ
は
是
等
の
徳
は
を
の
つ
か
ら
そ
な
は
る
に
こ
そ
。
た
と
へ
は
秋
の
夕
く
れ
空
の
気
色
は
色
も
な
く
聲
も
な
し
。

い
つ
く
も
い
か
な
る
ゆ
へ
あ
る
へ
し
と
も
お
ほ
え
ね
と
す
ゝ
ろ
に
涙
こ
ほ
る
ゝ
こ
と
し
。
こ
れ
を
心
な
き
も
の
は
さ
ら
に
い
み

し
と
思
ひ
え
す
。
た
ゝ
め
に
み
ゆ
る
花
紅
葉
を
そ
め
て
侍
る
。
又
よ
き
女
の
う
ら
め
し
き
こ
と
あ
れ
と
こ
と
葉
に
は
あ
ら
は
さ

す
ふ
か
く
忍
ひ
た
る
気
色
な
と
を
ほ
の
〳
〵
見
つ
け
た
る
は
こ
と
は
を
つ
く
し
て
う
ら
み
袖
を
し
ほ
り
み
せ
ん
よ
り
も
心
く
る

し
う
あ
は
れ
ふ
か
ゝ
る
へ
き
か
こ
と
し
。
又
お
さ
な
き
も
の
な
と
は
こ
ま
〳
〵
と
い
は
す
よ
り
ほ
か
は
い
か
て
か
気
色
を
見
て

し
ら
む
。
此
二
の
た
と
へ
に
て
風
情
す
く
な
く
心
あ
さ
か
ら
ん
人
の
さ
と
り
か
た
き
こ
と
を
は
知
。
又
お
さ
な
き
子
の
ら
う
た

き
か
か
た
こ
と
し
て
そ
れ
と
も
聞
え
ぬ
こ
と
い
ひ
出
た
る
は
は
か
な
き
に
付
て
も
い
と
を
し
く
き
ゝ
所
あ
る
に
に
た
る
こ
と
も

侍
に
や
。
こ
れ
ら
を
は
い
か
て
か
た
や
す
く
ま
ね
ひ
も
し
さ
た
か
に
も
い
ひ
あ
ら
は
さ
む
。
た
ゝ
み
つ
か
ら
心
う
へ
き
こ
と
也
。

又
霧
の
た
え
ま
よ
り
秋
山
を
な
か
む
れ
は
見
ゆ
る
所
は
ほ
の
か
な
れ
と
お
く
床
し
く
い
か
は
か
り
紅
葉
わ
た
り
て
面
白
か
ら
む

と

か
き
り
も
な
く
を
し
は
か
ら
る
ゝ
お
も
か
け

は
ほ
と
〳
〵
さ
た
か
に
見
ん
に
も
す
く
れ
て

心
さ
し
詞
に
あ
ら
は
れ
て

月
を
く
ま
な
し
と
い
ひ
花
を
た
へ
な
り
と
ほ
め
ん
は
な
に
か
は
か
た
か
ら
ん
。
い
つ
か
は
哥
た
ゝ
物
を
い
ふ
に
ま
さ
る
徳
と
せ

ん
。
一
こ
と
葉
に
お
ほ
く
の
こ
と
は
り
を
こ
め

あ
ら
は
さ
す
し
て
深
き
心
さ
し
を
尽
す

。
見
ぬ
世
の
こ
と
を
面
か
け
に

二
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う
か
へ
い
や
し
き
を
か
た
り
て
優
を
あ
ら
は
し
を
ろ
か
な
る
や
う
に
て
た
へ
な
る
こ
と
は
り
を
極
む
れ
は
こ
そ
心
も
及
す
詞
も

た
ら
ぬ
時
是
に
て
お
も
ひ
を
の
へ
わ
つ
か
に
三
十
一
字
か
中
に
天
地
を
う
こ
か
す
徳
を
く
し
鬼
神
を
な
こ
む
る
術
に
て
は
侍
れ
。

林
本
　
　
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ
餘
情
姿
に
見
え
ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
。
心
に
も
詞
に
も
艶
極
り
ぬ
れ
は
…
…
。

梅
沢
本
　�

栓
は
た
ゝ
こ
と
は
に
あ
ら
は
れ
ぬ
餘
情
す
か
た
に
み
え
ぬ
景
気
な
る
へ
し
。
心
に
も
こ
と
は
り
ふ
か
く
詞
に
も
艶
き
は
ま

り
ぬ
れ
は
…
…
。

幽
玄
を
語
る
右
の
記
述
は
、
新
古
今
時
代
に
お
け
る
幽
玄
論
の
資
料
と
し
て
、『
無
名
抄
』
の
中
で
も
特
に
重
要
な
記
事
と
さ
れ

て
き
た
。
幽
玄
と
は
そ
も
そ
も
俊
成
歌
論
に
て
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
俊
成
が
用
い
る
幽
玄
に
つ
い
て
は
、
余
情
に
よ
る
情
緒

美
で
あ
り
つ
つ
も
、
同
時
に
「
あ
は
れ
」「
さ
び
」「
艶
」
な
ど
を
包
摂
す
る
複
合
的
な
美
意
識
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
無
名

抄
』
で
も
っ
て
長
明
が
語
る
幽
玄
は
、
余
情
に
よ
る
景
気
の
表
出
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
単
一
の
視
点
は
俊
成

の
幽
玄
と
は
別
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
（
16
）。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
幽
玄
に
対
す
る
長
明
の
理
解
は
、
こ
れ
ま
で
の
『
無
名
抄
』

研
究
が
、
古
本
系
伝
本
を
中
心
と
す
る
、
見
出
し
を
有
す
る
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
て
『
無
名
抄
』
を
理
解
し
て
き
た
こ
と
に
よ

る
。
梅
沢
本
（
古
本
系
伝
本
）
に
は
幽
玄
が
、「
栓
は
た
ゝ
こ
と
は
に
あ
ら
は
れ
ぬ
餘
情
す
か
た
に
み
え
ぬ
景
気
な
る
へ
し
」（
＝
結
局

は
た
だ
詞
に
言
い
表
さ
れ
て
い
な
い
余
情
で
あ
り
、
姿
に
は
見
え
な
い
景
気
で
あ
る
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
幽
玄
が
「
余
情
」
に
よ
る
情
緒

美
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。
し
か
し
林
本
（
原
態
系
統
本
）
で
こ
れ
を
確
認
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
本
文
は
「
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ

餘
情
姿
に
見
え
ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
」（
＝
歌
の
眼
目
は
明
確
に
詞
に
表
れ
て
お
り
、
余
情
が
姿
に
は
見
え
な
い
景
気
と
な
っ
て
い
る
）
で
あ

り
、
幽
玄
が
「
詞
」
と
「
余
情
」
に
よ
っ
て
二
元
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
17
）。

二
一
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林
本
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
長
明
は
幽
玄
を
「
余
情
」
単
一
で
語
っ
て
い
な
い
。
幽
玄
が
「
艶
」
を
主
体
と
す
る
歌
体
で
あ
る
こ

と
を
示
し
つ
つ
、「
詞
」
と
「
余
情
」
を
二
元
的
に
対
比
し
な
が
ら
、
詞
〈
明
確
に
表
れ
て
い
る
も
の
〉
と
余
情
〈
姿
に
表
さ
れ
て

い
な
い
も
の
〉
と
し
て
、
背
反
す
る
二
者
の
融
和
が
幽
玄
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
こ
の
定
義
に
続
け
て
、
長
明
は
幽
玄
に
お
け
る

「
詞
」
と
「
余
情
」
を
、
具
体
的
な
例
で
も
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
。「
秋
の
夕
く
れ
」
と
「
花
紅
葉
」、「（
よ
き
女
の
）
こ
と
葉
に

あ
ら
は
さ
す
ふ
か
く
忍
ひ
た
る
気
色
」
と
「
こ
と
は
を
つ
く
し
て
う
ら
み
袖
を
し
ほ
り
み
せ
ん
（
女
の
姿
）」
を
例
に
し
な
が
ら
、
余

情
と
詞
の
関
係
、
す
な
わ
ち
〈
見
え
な
い
も
の
〉
と
〈
見
え
る
も
の
〉
の
違
い
を
語
り
、
更
に
は
「
お
さ
な
き
子
」
と
「
霧
の
た
え

ま
」
で
も
っ
て
〈
言
外
の
美
〉
が
何
か
を
説
明
す
る
。

〈
見
え
る
も
の
〉
と
〈
見
え
な
い
も
の
〉、
こ
の
対
比
の
も
と
に
、
長
明
は
詞
を
「
心
さ
し
詞
に
あ
ら
は
れ
」
と
語
り
、
余
情
を

「
か
き
り
も
な
く
を
し
は
か
ら
る
ゝ
お
も
か
け
」
と
し
て
、「
詞
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
美
と
、「
余
情
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
言

外
の
美
、
こ
の
二
つ
が
等
し
く
並
立
す
る
こ
と
を
再
度
説
明
す
る
。
そ
の
上
で
長
明
は
三
た
び
の
説
明
を
繰
り
返
す
の
で
あ
り
、
幽

玄
が
「
詞
」
と
「
余
情
」
の
複
合
美
で
あ
る
こ
と
を
、「
一
こ
と
葉
に
お
ほ
く
の
こ
と
は
り
を
こ
め
」、「
あ
ら
は
さ
す
し
て
深
き
心

さ
し
を
尽
す
」
も
の
と
し
て
改
め
て
定
義
す
る
。〈
見
え
る
も
の
〉
と
〈
見
え
な
い
も
の
〉、
こ
の
背
反
を
「
詞
」
と
「
余
情
」
に
よ

り
、
僅
か
三
十
一
音
で
も
っ
て
完
全
に
表
現
し
た
と
き
、
和
歌
は
天
地
や
鬼
神
の
心
さ
え
も
動
か
す
と
長
明
は
語
る
。

原
態
系
統
本
の
本
文
か
ら
は
、
長
明
が
「
幽
玄
」
の
本
質
を
極
め
て
深
く
捉
え
て
お
り
、
理
路
整
然
と
、
首
尾
一
貫
し
た
様
子
で

こ
れ
を
説
明
し
て
い
た
様
子
が
確
か
め
ら
れ
る
。
長
明
は
幽
玄
の
本
質
を
二
元
的
な
理
解
の
も
と
に
語
る
の
で
あ
り
、
全
体
の
主
旨

か
ら
、
そ
の
冒
頭
に
適
切
な
言
説
を
求
め
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
原
態
系
統
本
型
の
本
文
「
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ
餘
情
姿
に
見
え

ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
幽
玄
を
余
情
単
一
で
語
る
古
本
系
伝
本
の
記
述
は
、
幽
玄
を
二
元
的
に
論
じ

る
全
体
の
論
旨
と
矛
盾
す
る
。
そ
も
そ
も
余
情
単
一
の
視
点
で
記
さ
れ
た
幽
玄
論
で
あ
る
な
ら
ば
、
冒
頭
の
助
辞
を
一
語
置
き
換
え

五
二
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林
本
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
長
明
は
幽
玄
を
「
余
情
」
単
一
で
語
っ
て
い
な
い
。
幽
玄
が
「
艶
」
を
主
体
と
す
る
歌
体
で
あ
る
こ

と
を
示
し
つ
つ
、「
詞
」
と
「
余
情
」
を
二
元
的
に
対
比
し
な
が
ら
、
詞
〈
明
確
に
表
れ
て
い
る
も
の
〉
と
余
情
〈
姿
に
表
さ
れ
て

い
な
い
も
の
〉
と
し
て
、
背
反
す
る
二
者
の
融
和
が
幽
玄
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
こ
の
定
義
に
続
け
て
、
長
明
は
幽
玄
に
お
け
る

「
詞
」
と
「
余
情
」
を
、
具
体
的
な
例
で
も
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
。「
秋
の
夕
く
れ
」
と
「
花
紅
葉
」、「（
よ
き
女
の
）
こ
と
葉
に

あ
ら
は
さ
す
ふ
か
く
忍
ひ
た
る
気
色
」
と
「
こ
と
は
を
つ
く
し
て
う
ら
み
袖
を
し
ほ
り
み
せ
ん
（
女
の
姿
）」
を
例
に
し
な
が
ら
、
余

情
と
詞
の
関
係
、
す
な
わ
ち
〈
見
え
な
い
も
の
〉
と
〈
見
え
る
も
の
〉
の
違
い
を
語
り
、
更
に
は
「
お
さ
な
き
子
」
と
「
霧
の
た
え

ま
」
で
も
っ
て
〈
言
外
の
美
〉
が
何
か
を
説
明
す
る
。

〈
見
え
る
も
の
〉
と
〈
見
え
な
い
も
の
〉、
こ
の
対
比
の
も
と
に
、
長
明
は
詞
を
「
心
さ
し
詞
に
あ
ら
は
れ
」
と
語
り
、
余
情
を

「
か
き
り
も
な
く
を
し
は
か
ら
る
ゝ
お
も
か
け
」
と
し
て
、「
詞
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
美
と
、「
余
情
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
言

外
の
美
、
こ
の
二
つ
が
等
し
く
並
立
す
る
こ
と
を
再
度
説
明
す
る
。
そ
の
上
で
長
明
は
三
た
び
の
説
明
を
繰
り
返
す
の
で
あ
り
、
幽

玄
が
「
詞
」
と
「
余
情
」
の
複
合
美
で
あ
る
こ
と
を
、「
一
こ
と
葉
に
お
ほ
く
の
こ
と
は
り
を
こ
め
」、「
あ
ら
は
さ
す
し
て
深
き
心

さ
し
を
尽
す
」
も
の
と
し
て
改
め
て
定
義
す
る
。〈
見
え
る
も
の
〉
と
〈
見
え
な
い
も
の
〉、
こ
の
背
反
を
「
詞
」
と
「
余
情
」
に
よ

り
、
僅
か
三
十
一
音
で
も
っ
て
完
全
に
表
現
し
た
と
き
、
和
歌
は
天
地
や
鬼
神
の
心
さ
え
も
動
か
す
と
長
明
は
語
る
。

原
態
系
統
本
の
本
文
か
ら
は
、
長
明
が
「
幽
玄
」
の
本
質
を
極
め
て
深
く
捉
え
て
お
り
、
理
路
整
然
と
、
首
尾
一
貫
し
た
様
子
で

こ
れ
を
説
明
し
て
い
た
様
子
が
確
か
め
ら
れ
る
。
長
明
は
幽
玄
の
本
質
を
二
元
的
な
理
解
の
も
と
に
語
る
の
で
あ
り
、
全
体
の
主
旨

か
ら
、
そ
の
冒
頭
に
適
切
な
言
説
を
求
め
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
原
態
系
統
本
型
の
本
文
「
詮
は
た
ゝ
詞
に
あ
ら
は
れ
餘
情
姿
に
見
え

ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
幽
玄
を
余
情
単
一
で
語
る
古
本
系
伝
本
の
記
述
は
、
幽
玄
を
二
元
的
に
論
じ

る
全
体
の
論
旨
と
矛
盾
す
る
。
そ
も
そ
も
余
情
単
一
の
視
点
で
記
さ
れ
た
幽
玄
論
で
あ
る
な
ら
ば
、
冒
頭
の
助
辞
を
一
語
置
き
換
え
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る
だ
け
で
、
原
態
系
統
本
の
よ
う
に
全
体
が
統
一
さ
れ
た
二
元
的
幽
玄
論
に
書
き
換
わ
る
こ
と
は
な
い
。

長
明
は
、
こ
の
二
元
的
な
幽
玄
の
理
解
が
高
度
な
理
解
力
と
知
識
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
読
み
手
に
正
し
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と

を
危
惧
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
に
同
じ
こ
と
を
三
度
も
繰
り
返
し
て
こ
れ
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
長
明
の
本
意

は
後
世
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
長
明
の
幽
玄
論
に
つ
い
て
は
今
後
改
め
て
詳
細
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
長
明
が

語
る
幽
玄
論
は
、
古
本
系
統
本
に
は
正
し
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
幽
玄
を
余
情
単
一
で
説
明
す
る
古
本
系
統
本
の
解
釈
が
、

長
明
の
幽
玄
論
と
し
て
後
世
に
伝
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

幽
玄
を
語
る
こ
の
文
章
に
お
い
て
、
そ
の
文
意
を
大
き
く
変
え
て
い
る
の
は
、「
あ
ら
は
れ
ぬ・

」
と
す
る
打
消
し
の
助
動
詞
一
語

で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
検
証
し
た
「
人
の
こ
と
は
し
ら
す・

」
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
更
に
翻
え
れ
ば
、
第
10
段
の
「
清
輔
」
の

語
も
、
単
に
主
語
が
補
わ
れ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
は
、
書
き
誤
り
や
改
変
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
本
文
校
訂
の
一
環
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
書
写
者

・

・

・

（
編
集
者

・

・

・

）
の
理
解

・

・

・

に
沿
っ
て
、
文
脈
に
そ
ぐ
わ
な
い
不
審
な

助
辞
を
修
整
し
、
主
語
を
補
う
こ
と
で
、
よ
り
文
意
の
整
っ
た
本
文
に
す
べ
く
善
意
の
校
訂
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
古
本
系
伝
本
の
本
文
は
、
理
解
が
容
易
で
整
っ
た
本
文
に
な
っ
て
お
り
、
一
見
し
て
文
意
に
不
都
合
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し

そ
の
書
き
換
え
に
よ
り
、
古
本
系
伝
本
に
連
な
る
各
本
に
は
、
長
明
の
執
筆
意
図
の
一
部
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。七

、
ま
と
め

原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
の
相
違
に
つ
い
て
検
証
し
て
き
た
。
こ
の
二
つ
が
、
形
態
と
本
文
の
両
方
か
ら
完
全
に
別
系
統
の
本

五
二
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で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
分
岐
が
『
無
名
抄
』
の
改
編
作
業
に
端
を
発
し
て
い
る
様
子
が
確
認
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

検
証
に
先
立
ち
、
原
態
系
統
本
（
章
段
な
し
・
見
出
し
な
し
・
Ａ
型
本
文
）
と
、
古
本
系
統
本
（
章
段
あ
り
・
見
出
し
あ
り
・
Ｂ
型
本
文
）

の
比
較
が
、
最
終
的
に
は
、
原
態
系
統
本
全
体
と
古
本
系
統
本
全
体
の
視
点
で
問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
検
証
の
結

果
と
し
て
、
原
態
系
統
本
の
本
文
に
比
べ
て
、
古
本
系
統
本
が
注
釈
的
な
本
文
を
有
し
、
ま
た
情
報
が
補
わ
れ
、
文
脈
が
整
え
ら
れ

て
い
る
様
子
が
確
か
め
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
古
本
系
統
本
の
記
述
に
は
、
長
明
の
記
述
と
は
考
え
に
く
い
、
不
審
な
記

述
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
系
統
の
間
に
は
、
記
事
全
体
の
趣
旨
が
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
ま
た
原
態
系

統
本
に
語
ら
れ
て
い
る
長
明
の
執
筆
意
図
が
、
古
本
系
統
本
に
は
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
箇
所
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
異
同
が
、
原
態
系
統
本
か
ら
古
本
系
統
本
へ
の
方
向
で
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
様
子
は
各
検
証
の
折
ご
と
に
触
れ
て
き
た
と
お
り

で
あ
る
。
も
し
こ
れ
を
逆
の
方
向
で
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
章
段
と
見
出
し
の
有
無
、
そ
し
て
本
稿
に
て
示
し
た
異
同
の
そ
れ
ぞ
れ

に
、
こ
れ
を
否
定
す
る
合
理
的
な
説
明
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
二
系
統
の
伝
本
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
系
統
本
の
特
色
は
、
よ
り
明
確
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
原
態
系

統
本
は
、
章
段
と
見
出
し
が
無
く
、
地
の
文
と
和
歌
の
区
別
も
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
本
文
の
記
述
に
も
晦
渋
さ
が
感
じ
ら
れ
、
注

釈
的
要
素
を
少
な
く
し
た
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
本
系
統
本
は
、
章
段
が
設
け
ら
れ
、
見
出
し
が
付
さ
れ
、
地
の
文
と
和
歌

は
改
行
し
て
区
別
さ
れ
て
お
り
、
本
文
も
注
釈
的
に
整
え
ら
れ
た
本
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
書
式
と
本
文
に
編
集
が
施
さ
れ
た
本
で
あ

る
。
鑑
賞
に
与
す
る
の
は
勿
論
、
後
者
で
あ
る
。
古
本
系
統
本
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
以
後
は
古
本
系
統
本
が
中
心
と
な
っ
て

『
無
名
抄
』
は
流
布
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
古
本
系
統
本
が
『
無
名
抄
』
の
流
布
に
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
し
か
し

古
本
系
統
本
へ
の
編
集
作
業
は
、
書
式
の
改
編
の
み
で
な
く
、
本
文
の
修
正
作
業
に
も
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
今
後
の
『
無
名

抄
』
研
究
は
、
原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
と
の
対
向
に
よ
り
、『
無
名
抄
』
の
本
文
を
再
検
証
し
て
い
く
作
業
が
必
要
に
な
る
と

五
五
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Ｂ
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古
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摘
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検
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古
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ら
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、
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は
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と
は
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、
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の
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。
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の
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に
は
、
記
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さ
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る
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り
、
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た
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に
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ら
れ
て
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る
長
明
の
執
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図
が
、
古
本
系
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本
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は
正
し
く
伝
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っ
て
い
な
い
箇
所
も
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
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ら
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統
本
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ら
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本
系
統
本
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の
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書
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い
る
様
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は
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の
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と
に
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れ
て
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た
と
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り
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る
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し
こ
れ
を
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の
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で
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る
の
で
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ば
、
章
段
と
見
出
し
の
有
無
、
そ
し
て
本
稿
に
て
示
し
た
異
同
の
そ
れ
ぞ
れ

に
、
こ
れ
を
否
定
す
る
合
理
的
な
説
明
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
二
系
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の
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本
を
比
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る
こ
と
に
よ
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て
、
両
系
統
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の
特
色
は
、
よ
り
明
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な
も
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と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
原
態
系

統
本
は
、
章
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と
見
出
し
が
無
く
、
地
の
文
と
和
歌
の
区
別
も
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
本
文
の
記
述
に
も
晦
渋
さ
が
感
じ
ら
れ
、
注

釈
的
要
素
を
少
な
く
し
た
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
古
本
系
統
本
は
、
章
段
が
設
け
ら
れ
、
見
出
し
が
付
さ
れ
、
地
の
文
と
和
歌

は
改
行
し
て
区
別
さ
れ
て
お
り
、
本
文
も
注
釈
的
に
整
え
ら
れ
た
本
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
書
式
と
本
文
に
編
集
が
施
さ
れ
た
本
で
あ

る
。
鑑
賞
に
与
す
る
の
は
勿
論
、
後
者
で
あ
る
。
古
本
系
統
本
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
以
後
は
古
本
系
統
本
が
中
心
と
な
っ
て

『
無
名
抄
』
は
流
布
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
古
本
系
統
本
が
『
無
名
抄
』
の
流
布
に
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
し
か
し

古
本
系
統
本
へ
の
編
集
作
業
は
、
書
式
の
改
編
の
み
で
な
く
、
本
文
の
修
正
作
業
に
も
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
今
後
の
『
無
名

抄
』
研
究
は
、
原
態
系
統
本
と
古
本
系
統
本
と
の
対
向
に
よ
り
、『
無
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』
の
本
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を
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検
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い
く
作
業
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必
要
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と
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考
え
ら
れ
る
（
18
）。

注（
１
）	
早
い
指
摘
と
し
て
佐
佐
木
信
綱
編
『
日
本
歌
学
大
系
　
第
三
巻
』（「
長
明
無
名
抄
」
解
題
　
風
間
書
房
　
一
九
五
六
）
は
、『
無
名
抄
』

の
伝
本
に
つ
い
て
、「
そ
の
異
同
も
少
く
な
い
が
、
誤
脱
を
除
け
ば
、
内
容
は
殆
ど
何
れ
も
同
じ
で
あ
る
」
と
記
し
同
一
系
統
本
と
し
て
扱
う
。

ま
た
簗
瀬
一
雄
『
俊
恵
研
究
』（「
俊
恵
法
師
話

─
『
無
名
抄
』
の
異
文
に
つ
い
て

─
」　
加
藤
中
道
館
　
一
九
七
七
）
は
、「
写
本
の
数

は
か
な
り
多
く
、
語
句
の
異
同
は
限
り
な
い
け
れ
ど
も
、
或
る
程
度
長
い
異
文
と
見
る
べ
き
も
の
は
、
さ
ほ
ど
に
存
し
な
い
」
と
し
て
、
現

存
伝
本
に
異
本
が
確
認
さ
れ
な
い
旨
を
記
す
。
両
者
は
『
無
名
抄
』
の
原
形
が
章
段
を
有
さ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、

現
存
す
る
伝
本
に
つ
い
て
は
何
れ
も
同
系
統
と
し
て
こ
れ
を
扱
う
。

（
２
）	

茅
原
雅
之
「『
無
名
抄
』
伝
本
に
お
け
る
原
態
系
統
本
に
つ
い
て

─
見
出
し
と
章
段
の
形
成
過
程

─
」（「
古
典
論
叢
」
第
二
十
八
号
　

二
〇
二
四
・
九
）

（
３
）	

以
下
、『
無
名
抄
』
伝
本
の
系
統
分
類
は
、
木
下
華
子
『
鴨
長
明
研
究

─
表
現
の
基
層
へ
』（
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
五
）
の
分
類
に
従
う
。

木
下
氏
は
『
無
名
抄
』
伝
本
を
、
古
本
系
伝
本
で
あ
る
第
一
類
本
と
第
二
類
本
、
お
よ
び
そ
の
混
淆
本
で
あ
る
第
三
類
本
と
に
大
き
く
分
類

す
る
。
第
一
類
本
・
第
二
類
本
・
第
三
類
本
一
群
二
群
三
群
は
、
何
れ
も
見
出
し
と
章
段
を
有
す
る
同
一
系
統
本
で
あ
る
。
第
三
類
一
群
は

第
一
類
本
と
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
る
伝
本
で
あ
り
、
対
し
て
第
三
類
二
群
の
伝
本
は
元
享
四
年
の
奥
書
を
有
し
、
か
つ
第
二
類
本
と
の
共

通
性
が
指
摘
さ
れ
る
伝
本
群
で
あ
る
。
ま
た
第
三
類
三
群
は
弘
安
・
正
応
年
間
の
奥
書
を
有
す
る
伝
本
群
で
あ
る
が
、
独
自
の
増
補
部
位
を

有
し
、
古
態
性
の
劣
る
様
子
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
古
本
系
伝
本
で
あ
る
第
一
類
本
と
第
二
類
本
、
お
よ
び
そ
の
混
淆
に
よ
る

伝
本
群
を
総
称
し
て
、「
古
本
系
統
本
」
と
呼
称
す
る
。
な
お
本
稿
に
て
稿
者
が
原
態
系
統
本
と
し
て
扱
う
林
羅
山
旧
蔵
本
と
多
和
文
庫
本
は
、

木
下
氏
の
分
類
で
は
第
三
類
第
四
群
に
分
類
さ
れ
る
。

（
４
）	

詳
細
に
つ
い
て
は
、
注（
２
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
５
）	

区
分
点
の
位
置
は
伝
本
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
の
区
分
は
古
本
系
伝
本
よ
り
未
分
化
な
状
態
に
あ
る
。
原
態
系
統
本
五
本
の
様
子
と
併

せ
て
、
詳
細
は
注（
２
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
６
）	

注
（
２
）
論
文
。
校
合
本
の
略
称
等
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

（
７
）	

本
文
引
用
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
『
無
名
抄
』
に
拠
る
。

五
二
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（
８
）	

本
文
引
用
は
国
立
文
化
財
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ｅ
国
宝
」
デ
ジ
タ
ル
資
料
に
拠
る
。

（
９
）	

異
同
が
原
態
系
統
本
形
（
Ａ
型
）
と
古
本
系
伝
本
形
（
Ｂ
型
）
に
ま
た
が
る
天
理
本
・
蓬
左
文
庫
蔵
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
が
、
二
系
統

の
混
態
本
で
あ
る
こ
と
は
注（
２
）論
文
に
て
論
じ
た
。
な
お
本
稿
考
察
で
以
下
に
取
り
上
げ
る
本
文
異
同
は
、
何
れ
も
原
態
系
統
本
と
古
本

系
伝
本
と
に
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
留
意
す
べ
き
点
が
な
い
場
合
、
以
下
、
伝
本
個
々
の
異
同
を
省
略
す
る
。

（
10
）	
保
延
四
年
一
一
三
八
年
、
俊
成
二
十
五
歳
。
藤
原
伊
通
が
内
大
臣
と
な
る
の
は
保
元
元
年
一
一
五
六
年
。
源
雅
定
が
内
大
臣
と
な
る
の

は
久
安
五
年
一
一
四
九
年
。

（
11
）	

岡
田
希
雄
「
雀
羅
草
堂
雜
記
」（「
国
語
国
文
の
研
究
」
第
十
四
号
　
一
九
二
七
・
一
一
）。
岡
田
氏
は
『
無
名
抄
』
の
成
立
上
限
に
言
及

し
て
第
18
段
を
取
り
上
げ
、
建
暦
元
年
十
月
二
十
日
余
り
の
記
述
に
不
審
を
示
し
つ
つ
も
、
こ
の
日
時
が
『
無
名
抄
』
の
成
立
上
限
に
な
り

得
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
久
保
田
淳
『
無
名
抄
』
補
注
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
論
集
　
能
楽
論
集
』　
一
九
六
一
）
も
ま
た
、「
こ

の
年
次
記
載
が
誤
記
又
は
後
人
の
書
き
加
え
で
な
け
れ
ば
、
本
書
は
こ
れ
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
記
載
は
注
目
さ
れ
る
」
こ

と
を
注
記
し
て
い
る
。
な
お
久
保
田
氏
は
、
第
18
段
が
長
明
主
体
の
記
事
で
は
な
く
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
或
人
」
の
経
験
で
あ
る
と
い
う

解
釈
を
示
し
、
第
18
段
が
『
東
鑑
』
と
の
齟
齬
に
は
あ
た
ら
な
い
と
す
る
見
解
を
示
す
。

（
12
）	『
無
名
抄
』
の
執
筆
に
『
袋
草
紙
』
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
先
学
諸
氏
の
多
く
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
点
に
つ
い
て
は

拙
稿
「『
無
名
抄
』
の
〈
歌
人
評
〉
構
成
部
に
つ
い
て

─
歌
人
評
分
割
の
理
由
と
長
明
の
和
歌
観

─
」（「
語
文
」
第
百
七
十
二
輯
　

二
〇
二
二
・
三
）
に
て
詳
し
く
論
じ
た
。
こ
の
第
10
段
に
お
け
る
「
三
条
院
」
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
長
明
に
よ
る
錯
誤
が
疑
わ
れ
る
。『
袋

草
紙
』
上
巻
に
は
「
こ
の
も
か
の
も
」
を
め
ぐ
る
こ
の
と
き
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
二
条
院
は
「
主
上
」
の
尊
称
で

表
記
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
の
す
ぐ
後
に
見
ら
れ
る
「
こ
の
斎
宮
は
三
条
院
の
第
一
皇
女
な
り
」
と
す
る
記
述
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
長
明

が
「
主
上
」
を
「
三
条
院
」
と
錯
誤
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）	

注（
12
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
14
）	

見
出
し
と
章
段
区
分
に
つ
い
て
は
古
本
系
伝
本
の
間
で
も
か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
従
来
よ
り
『
無
名
抄
』
の
原
形
に
見
出
し
と

章
段
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
注（
２
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
）	

第
71
段
で
長
明
が
語
る
言
葉
の
氾
濫
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
家
隆
に
お
け
る
西
行
歌
受
容
考

─
「
心
の
果
」
と
「
し
の
ぶ
の
奥
」

─
」（「
人
文
科
学
研
究
紀
要
」
第
五
十
八
号
　
日
本
大
学
　
一
九
九
九
・
一
〇
）
に
て
詳
し
く
論
じ
た
。

（
16
）	『
和
歌
文
学
辞
典
』「
幽
玄
」
の
項
目
を
参
照
の
こ
と
。（
桜
楓
社
　
一
九
九
一
）

（
17
）	

日
本
文
学
に
お
け
る
幽
玄
の
起
源
と
発
達
に
、『
和
歌
体
十
種
』
高
情
体
の
記
述
「
詞
雖
凡
流
、
義
入
幽
玄
」
や
、
基
俊
判
詞
「
詞
雖
擬

五
二
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（
８
）	

本
文
引
用
は
国
立
文
化
財
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ｅ
国
宝
」
デ
ジ
タ
ル
資
料
に
拠
る
。

（
９
）	

異
同
が
原
態
系
統
本
形
（
Ａ
型
）
と
古
本
系
伝
本
形
（
Ｂ
型
）
に
ま
た
が
る
天
理
本
・
蓬
左
文
庫
蔵
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
が
、
二
系
統

の
混
態
本
で
あ
る
こ
と
は
注（
２
）論
文
に
て
論
じ
た
。
な
お
本
稿
考
察
で
以
下
に
取
り
上
げ
る
本
文
異
同
は
、
何
れ
も
原
態
系
統
本
と
古
本

系
伝
本
と
に
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
留
意
す
べ
き
点
が
な
い
場
合
、
以
下
、
伝
本
個
々
の
異
同
を
省
略
す
る
。

（
10
）	

保
延
四
年
一
一
三
八
年
、
俊
成
二
十
五
歳
。
藤
原
伊
通
が
内
大
臣
と
な
る
の
は
保
元
元
年
一
一
五
六
年
。
源
雅
定
が
内
大
臣
と
な
る
の

は
久
安
五
年
一
一
四
九
年
。

（
11
）	

岡
田
希
雄
「
雀
羅
草
堂
雜
記
」（「
国
語
国
文
の
研
究
」
第
十
四
号
　
一
九
二
七
・
一
一
）。
岡
田
氏
は
『
無
名
抄
』
の
成
立
上
限
に
言
及

し
て
第
18
段
を
取
り
上
げ
、
建
暦
元
年
十
月
二
十
日
余
り
の
記
述
に
不
審
を
示
し
つ
つ
も
、
こ
の
日
時
が
『
無
名
抄
』
の
成
立
上
限
に
な
り

得
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
久
保
田
淳
『
無
名
抄
』
補
注
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
歌
論
集
　
能
楽
論
集
』　
一
九
六
一
）
も
ま
た
、「
こ

の
年
次
記
載
が
誤
記
又
は
後
人
の
書
き
加
え
で
な
け
れ
ば
、
本
書
は
こ
れ
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
記
載
は
注
目
さ
れ
る
」
こ

と
を
注
記
し
て
い
る
。
な
お
久
保
田
氏
は
、
第
18
段
が
長
明
主
体
の
記
事
で
は
な
く
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
或
人
」
の
経
験
で
あ
る
と
い
う

解
釈
を
示
し
、
第
18
段
が
『
東
鑑
』
と
の
齟
齬
に
は
あ
た
ら
な
い
と
す
る
見
解
を
示
す
。

（
12
）	『
無
名
抄
』
の
執
筆
に
『
袋
草
紙
』
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
先
学
諸
氏
の
多
く
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
点
に
つ
い
て
は

拙
稿
「『
無
名
抄
』
の
〈
歌
人
評
〉
構
成
部
に
つ
い
て

─
歌
人
評
分
割
の
理
由
と
長
明
の
和
歌
観

─
」（「
語
文
」
第
百
七
十
二
輯
　

二
〇
二
二
・
三
）
に
て
詳
し
く
論
じ
た
。
こ
の
第
10
段
に
お
け
る
「
三
条
院
」
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
長
明
に
よ
る
錯
誤
が
疑
わ
れ
る
。『
袋

草
紙
』
上
巻
に
は
「
こ
の
も
か
の
も
」
を
め
ぐ
る
こ
の
と
き
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
二
条
院
は
「
主
上
」
の
尊
称
で

表
記
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
の
す
ぐ
後
に
見
ら
れ
る
「
こ
の
斎
宮
は
三
条
院
の
第
一
皇
女
な
り
」
と
す
る
記
述
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
長
明

が
「
主
上
」
を
「
三
条
院
」
と
錯
誤
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）	

注（
12
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
14
）	

見
出
し
と
章
段
区
分
に
つ
い
て
は
古
本
系
伝
本
の
間
で
も
か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
従
来
よ
り
『
無
名
抄
』
の
原
形
に
見
出
し
と

章
段
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
注（
２
）論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
）	

第
71
段
で
長
明
が
語
る
言
葉
の
氾
濫
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
家
隆
に
お
け
る
西
行
歌
受
容
考

─
「
心
の
果
」
と
「
し
の
ぶ
の
奥
」

─
」（「
人
文
科
学
研
究
紀
要
」
第
五
十
八
号
　
日
本
大
学
　
一
九
九
九
・
一
〇
）
に
て
詳
し
く
論
じ
た
。

（
16
）	『
和
歌
文
学
辞
典
』「
幽
玄
」
の
項
目
を
参
照
の
こ
と
。（
桜
楓
社
　
一
九
九
一
）

（
17
）	

日
本
文
学
に
お
け
る
幽
玄
の
起
源
と
発
達
に
、『
和
歌
体
十
種
』
高
情
体
の
記
述
「
詞
雖
凡
流
、
義
入
幽
玄
」
や
、
基
俊
判
詞
「
詞
雖
擬

五
二
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古
質
之
体
、
義
似
通
幽
玄
之
境
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
る
。
幽
玄
を
「
詞
」
と
「
余
情
」
に
よ
っ
て
二
元
的
に
捉
え
る
長
明
の

理
解
は
、『
和
歌
体
十
種
』
や
基
俊
判
詞
に
見
ら
れ
る
幽
玄
の
二
元
的
理
解
に
連
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
こ
で
長
明
が
述
べ
る
「
餘
情

姿
に
見
え
ぬ
け
い
き
な
る
へ
し
」
を
正
し
く
解
釈
す
る
な
ら
ば
、「
余
情
」
の
表
象
を
「
景
気
」
と
し
て
お
り
、「
余
情
」
と
「
景
気
」
は
不

可
分
に
し
て
別
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
説
明
の
便
を
図
り
、
こ
れ
ら
を
簡
易
に
「
余
情
」
と
し
て
扱
う
。

（
18
）	
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
『
無
名
抄
』
に
つ
い
て
は
、「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
『
無
名
抄
』
翻
刻
」

と
題
し
て
、「
古
典
論
叢
」
第
二
十
九
号
（
二
〇
二
五
・
七
）
お
よ
び
第
三
十
号
（
二
〇
二
六
・
七
、
予
定
）
に
、
上
下
分
冊
に
て
翻
刻
し
た
。

五
二




